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あな t: の見 t: もの^話して下さい。 (y ヤ ;v;v •ボナドレ N>v:> 

六十 三日間の航海"待ち ぁぐんだ六十 三日の 後、 私達は 六月 八日 
の夜半に 波問に 雁木なりに 搖られて居る 異様の 火光を 認めた。 鋸の 
齒形の刻をのこして黑ぃ圓錐の 柱は 暗がりの 空からとけて來た。 

船は モレア Morea を 周航り、 タヒチ Tahiti は 私達の前にめ るの だ。 
數時朗して 日はしらみ ♦たした。船は徐々と礁磯に 近寄り、 船路に 



入り、恙なく船着に着いた。 

最初見渡したところでは島のこの邊の樣子には別に不思議なもの 
はなかつた。たとへば リオ デ ジアネロ！ lio de Janero のあの立派な 
入江に くらべるやうな ものはなかつた。 

ノアの洪水の時に浸された山の頂きがある。僅(:ほんの頂上だけ 
が汜濫せる水の間から頭を邊げて居た ……ある 一家の人達は そこに 
のがれ"そこに新しい種族の基礎をおいた。 I 珊瑚蟲はそこに匐 
ひあがり、その頂きにかたまう、そして數百年の推移のうちに新ら 
しい陸を作つた。それは何時までも何時までも大きくなつて行く0 
然し孤獨と隔離といふ本來の特質を保つてゐる"そして海はあの無 
際限といふことのうちにはなほもそれらを高めて居る。 

朝の十時に私は知事の黑人ラカスカアデ Lacasoade に S 分を紹介し 
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た。彼は私を一角の人物のやぅにもてなした。 

私はこの敬意を、フランスの當局が私に—何故かは 知らない ♦か—— 
任せた 使命の おかげ だと 思つた。勿論 それは 藝術 上の使命で ぁつた 0 
然し 黑 人の眼にはこの言葉は 政府の 間者と いふのと 同意義で ぁつた 0 
それで私はこの嫌疑からのがれ やうと 努めた、が 駄目だつた。知事 
の周圍の人達は誰も皆、いぶかしい顔をした。それで私の 使命とい 
ふのは何も報酬を求むるものでは ないといつ た 時に も、彼等は それ 
を信じ やうとはしな かつた。 


パぺエテ Papeete の生活は私には直ぐに苦しくなつた。 まこと や、 

こ、も歐羅巴であつた-歐羅巴、そこから私は解放されると言じ 
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て居たのだのに—そればかりではない、なほ そのぅへ に、殖民地 
の蕪雜亂行と歐羅巳の道德"流行"罪業、文明愚のヵリヵチクァに 
なつた馬鹿らしい摸倣の狀態 にある のだ。 

私は逃げだしたもの、その物を見 m さんがた めに、 こんなにはる 
ばる やつて來なければ ならな かつたのかしら。 

それでも然しある思ひがけない33來事が私の興味をひいた。 

王の。 ホマアレ pomare はこの當時ひどくゎづらつて居られた。その 
臨終の時が日々に待たれた。 

都市は段々に不思議な外 II を呈して來た。 

あらゆる 歐羅巴人、 それは 商人に しろ、 役人に しろ、 士官に しろ、 
又兵隊達にしろ、皆は何時もとおなじやぅに街上で笑ひ、唄つたけ 
れど、土人達は眞劍な顔をして、打ちしづんだ調子で、宮殿の前に 



語 b ぁつた0 

船着では、日光の直射を受けて烈しくか ゞ やき、銀色に光つて居 
る礁のつ ゞ いた藍色の海に見馴れない橙色の帆の動くのが見られる0 

それは附近の島々の土人達が"彼等の王樣の最後の瞬間 — i 彼等 
の土地*>フランスに確實に領有せられる瞬間に遭遇しやぅと急いで 
やつて來るのだ。 

彼等は天の啓示にょつて、その知らせを獲たのだ。一體何故と い 
ふに、何時も王樣 *> おかくれになる といふとき には、 山が 日沒の際 
に定まつ たと ころが黑いまだらでおほはれるのだ。， 

王は死んだ。 そして 大提督の制服を つけて 公衆の 前に 宫 殿に安置 
された。 

其の場で私は王妃のマラク Mpraa を見た——これは王妃の名でぁ 


5 




る！彼女は王の部屋を花や織物 i : て飾つた。 —— 政府の葬儀係が私 
のところへ葬式の裝飾上の準備の栢談に來たときに、私は彼に王妃 
をす、めてやつた。王妃は彼等の種族の美はしい本能で 以て何處も 
彼處も自分の周圍を氣持好くこしらい、自分の觸れ るところの もの 
は何でも皆一つの®術品にした。 

けれど最初に會つたときに私の彼女を理解した ところはほんの 不 
完全なも 0 だつた。私が彼女に望んで居た ものとは 非常にちがつた 
人間と事物、それらが私の迷を解いた。菰はこの全くの歐羅巴風の 
くだらなさから 嫌惡の情を起された。然し ^b の 土地に來て暫くは、 
.御々歐羅巴舶來の贋美術的糞土のぅちにどれだけの國民性"特有性" 
又は原始的 美と いふものが、 この 征服された人種の間に保存せられ 
てるかを 見極め得るには、私は ま： 7:' 多くの 點に於て肓目であつた。 





私はこの旣にいくらか成熟した王妃に於ても亦唯氣高い美しさの跡 
のぁる普通の肥つた女としか見なかつた。然し私が後に再び彼女を 
見たときには最初の判斷を變じた。私は彼女の マ. ォリ人特有の魅力 
の剌戟に征服された。いろ^-の雜稱にもか、はらず彼女にはタヒ 
チ固有の型は純粹に殘つて居た。それで彼女の祖兜、偉大なる頭領 
のタチ Tati への回想が彼女にも、又彼女の兄弟及びその全家族にも 
眞に凛とした偉大なるものの氣品を與へて居た。彼女はその人種の 
容儀正しい立派な姿をなし、大きく"若かも優美でぁる、腕は寺院 
の0柱のやぅに單純ですつきりして居る。それから全體の體驅の造 
b 、 眞直な肩の線、上へつき出て 居る 首は思はす聖なる三位、三位 
一體のシムボ 〆 を想はせた —— 彼女の眼には時たまぼぅと浮んで來 
る熱情のひらめきが見える。それは烈しく燃え、そして周圍のすベ 


7 




てのものを燃やす。—恐らく島自身*>かつて太洋から頭を擡げ、最 
初の日光に島上の樹木の花を開いたやぅに。 

ぁりとぁるタヒチの人々は皆黑の裝束をし、二日の間悲しみの齒、 
死の調を歌つた。私にはそれが激情的なソナタを きくやぅでぁつた0 

それから葬式の日*>來た。 

朝の十時に行列*>宮殿を出た。白い冑、黑い衣の兵隊と役人、 そ 
れに喪服をつけた土人とでぁる。す v ての地方々々の人民も列次を 
なして進んだ。そしてその各地方の指撣者はフランスの旗を擔 つた。 

ア，工 ATUCD : でとまつた。 そこには 形容す る こと も出來ない紀念 碑、 
セメントでかためられた石の見惡い堆積が突立つて 居る。それが周 
圍と氛圍氣と r : 對して痛ましい對照をなしてたつて居る。 

ラカスカアデは先例に倣つて演說をした。それを通譯が列帟 のフ 




ランス人の爲めに飜譯をした。それから新敎の牧師の說敎があつた0 
それに王の兄弟のタチが簡單な答禮をのべた . —それが全體であつ 
た。人々は散じた。役人達は馬車に押しあひ突きあひ 入りこんだ。 
それ * >かう何か r 競爭の歸の欉を想は せる やうであつた。 

フランス人の冷淡 さの 方が さきに 來たには來たが、四 五日こつち 
眞面目になつて居たこれ等の人民も再び喜悅を見 ml した"彼等の顽 
丈な跣足•か往來の塵埃をあほうながら、ヷヒナ Vahina はまた 彼女等 
のタネ Tane の腕を とり、 元氣 好く 話し、前後に腰をゆすぶつ て步る 
つた。 

フ/ ュァ Fatiia 河の 近くで 皆が散う^^ になつ た。 石と石との問に 
隱れて、恥處彼處に女達は帶の ところまで 上衣を まくりあげて、 廳 
や、 步行と熱さから 汚れた脚を きょめる 爲 めに水の中に屈んだ。か 



く淨められて、女達，は薄いモスリンの布で膨らかしたその胸を突き 
だし、若い健康な動物の美しさと彈性ふを持して、堂々と再びパべ 
エタへの道を進んだ。皆•か髮につけた、ませもの\半ば動物性の、 

半ば植物性の香"彼等の血とくちなしの花の香 . ——チアレ Tiarc - 

か彼等から流、. ft て來る。 

I T 6 : u 6 meraEnoa noa (今こそ芳ぐはしき香ぞする} と彼等は 歌つ 
た。 

* * 
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•:…私が患つて、パンォ pal たつた一つで床に橫になつて居た 
部屋の中へ王女がやつて來た。眞當に地位のある婦人を迎ふる樣子 
ではなかつたのだ。 

註 I パレすとは土人の唯|の着物のこと 

- Ja oral (御免なさい) Gadgu B * , 御病氣で いらつしやる の。私は 

あなたにお會ひしたくつて參りましたの。 

かぅ彼女はいつた。 

1で"あなたは誰方ですの？ 

1 — 1 ヴィーグュア " v * pM . tn & で^。 

歐羅巴人が何もかも皆自分達の水平線ま.で こき下してしまつた後 
に、なほ眞當の王女といふもの*>あるものなら、ヴィテュア こそ それ 
だらぅ。勿論彼女は素跣足の尋常普通の人間で"耳の後には香のす 
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る花をつけ、黑い着物をつけて居た。彼女は •ホマアレ 王の 喪に ある 
のだ。彼女は王の姪であつた。 

彼女の父のタマトア Tamatoa は士官や役人達と餘儀ない交際もし、 
海軍 提督の待遇はうけて居•るが、彼は王族のマオ？、憤怒の 紀念碑 
の中の鬪好きの巨人、夜會の名取りの大酒呑 以外のものにならうと 
は 一度 もしなかつた。ブィ，モアは彼に能く似て居る とい ふ評判で あ 
つた。 

人を疑ぐ る やうな薄笑が唇に動いた 〇私はこの 島に 上陸した歐羅 
巴人普通の ® 々しさで以て この やつて來た王女を鹳 察した〇然し忍 
は叮寧であうたかつた。 

I 來て下すつてあり*>たう。御一緖にアブサンで もやうませう 

か0 
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かう いつて、私は部屋の隅の方の壜を指差した。丁度私はそれを 
買つて來ておいたのだ。 

別に不機嫌な樣子も嬉し相な樣子も見せ t ' に"素直にその方に步 
(て亍つて、 その壜を，とらう と屈んだ。 この 屈んだ とき、その 輕る 
い透き通るやうな着物が腰の上にばつと開いた、 I その 腰といつた 
ら地球でもかつぎさうな腰であつた。眞當に王女らしい女だつた。 
彼女の 祖先は？傲慢で、勇敢なる巨人！幅廣ぃ肩の上には頑丈な首 
がのつかつて居る。初めには私は唯彼女の人間の肉を陰らう大顎、 
ものを 裂き 切るための廣い齒、陰鬱で、奸獰な動物の窺ふやうな眼 
差しを見たばかりだつた。彼女が奇麗な、立派な額をして居るにも 
か、はらず、私は ひどく 見惡く思つた。 

私の寢臺に坐は らうな ざ、彼女が思ひた、ないやう に！。 勿論こ 
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んなに弱い臺か，私達二人をのせる ことは何うしても出來な いことご 
. . 。14 

然しちやんと彼女は 寢臺 にのつた。 

臺は みう{と 音 * > したが、然し大丈夫だつた。 

飮みな がら 私達は一一 言三言 話をした。然し話は 涉 々しくは斤いな 
かつた。到當彼女は話に倦んで來た。そして沈默が支配した。 私は 
內々王女を 觀 察した。彼女は眼 角から盜む やうに 私を 見つめて g る。 
そして. 時はたち、場は 空ら になる。 ヴィテ ュアは 盛に のむ。 彼女は 夕 
ヒチの煙草を自分で捲いて、それを喫ふために寢臺の 上にから だを 
のばす。 彼女の脚は 全く機滅的に始終下の臺の脚の木の上に 屈いて 
居る。 彼女の顏附はやはらいで 來 、見かけは 弱々 しくな り、 その S 
はか， ゞ やいて くる そして正しく 間を おいた n 笛が その @ をもれ 





て來る I それが私には獸的な歡樂の思に耽つて居る猫の唸きをき 
くやうであつた。 

眩は大變變り易いやうではあるが、今私は彼女が眞當 (: 奇麗だと 
いふ ことを 發見した。「あなたは私を好き」と聲音を振るはしていつ 
たと き、非常な不安が私を II つて來た。王女は際立つて美しかつた 


私の氣こ入らぅとする爲めなのは疑ふまでもないの/:か、彼女は 
ラフォンテユヌの蟋蟀と蟻との物語を語り始めた I 彼女を敎育し 
た姉妹達の處に居た時分の小烘の時の記憶なのである。 

煙拿はすつかり灰になつた。 

——あなた御存じなの。と王女はいつて、「私はラフォンテエヌを好 
かない」とたちあ*>つた。 


15 





——どうして。あの善人のラフホンテヱヌを。 

多分あの人は善い方でせうけれど、あの人の道德は 善くない 。16 
蟻……(女の 口には 嫌惡の樣子が 見えた)。あ、あ、蟋蟀、惑蟀。貝え、 
唄え何時もお唄え。 

力ういつて私を見向きもせずに、遠くを見入つてゐる®、，た®を 
して彼女は威張つて附けたした。 

また何も賣られなかつたときには、どんなは私達の國は 立派 
だつたらう。年が年中何時も何時も唄つてたのだ……唄は う、何 $ 

も。何時も與へょう . 

そして彼女は行つた。 

私はまた枕の上に潢になつた。 永らくの 間 opppQSaQd B * といふ 
言葉が媚びるやうに私の心の中に あと鳴りを して® た。 






王の •ホ マアレの 死と 關聯して私の思ひ出のうちに殘つたこの揷話 
は、事件そのものや公儀の儀式ょう も 私の記憶のうちに ょり 深い 跡 
をのこし n のであつた0 

パべ H テの住民すら、土人も白人も直ぐ樣この死ん r 人を忘れた。 
王様の大葬に列するためにやつて來た近所の島々の土人もまた去つ 
てしまつた。數千の橙色の帆は復も藍色の海を橫切つた。そしてす 
ベてはまた普段の步調に返つた。 

唯一人の 王と いふ もの 5へ最早なくなつた。 

彼と其に古傳統の最後の跡は消えた。彼と其にマオ？の歷史は卷 

を閉ぢた。マオ？1の歷史は終つた。 文明 ——兵隊と商賈と 官僚 - 

が勝ち誇つた、遺慽ながら。 
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深い^^哀愁が私の心を支配して來た。タヒチに私を運んで來た 
夢は現實にょつて酷たらしく追ひ捲くられた。私は昔のタヒチを愛 
した、今のタヒチは私に恐怖を注ぎこんだ。 

然し私は未だに保存されて居るこの人種の肉體上の美しさを見た 
ときに、彼等*>その昔の偉大、彼等の人情や自然の風習、彼等の信 
仰、彼等の口碑のうちから何も彼 A 先はれたとは、私は信すること 
は出來なかつた。た i へ何かそんなものが殘つてた としても、 その 

過去の痕跡を私が-全く私だけで-どうして發見することが出 

來やうか。何の道標 もな L にどうして 理解す ることが出來 やう か。 
灰す らも 散つ てしまつ^ものから、どうしてまた 火が とぼさる ゞ だ 
らう か。 

私は復もひどく絕望5せられたけれども、私は決して私の計畫を 


18 



すてはしない、標的に達するが爲めには、無一物でも自分で『不可 
能』そのことす6探求して來たのが私の何時もの ことなの だ。 

私の決心は直ぐにきまつた。私は自分を歐羅巴張りの中心から遠 
のけるために"パぺエテを 去らう と 決心した。 

若し私*>草叢のなかに土人の生活を 一から十まで 彼等と 其に する 
ならば、段々 とマオジ 人の信用を得る やうになり、そして—やが 
ては彼等を理解す るやうになるだらう 感じた U 

かくてぁる朝私は、自分の小舍を見附けるために、役人が親切に 
私のために用だて、くれた馬車で出發した。 

チチ Titi と呼ぶ私のヴ ヒナは 私をつれて行つてくれた。彼女は ィ 
ギ ジスと タヒチとの 混血 兒で、 いくらか フーフ ンス語を話した。 この 
旅行には彼女は一番好い着物を着て耳の後には チアレを つけ、上は 
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紐で結び下は 稈 細工の花と 橙色の貝殼の 飾をした木皮の帽子をかぶ 
り、長い黑髮をほどいて肩の上からさげて居た。彼女は馬¥で 一了く 
いふの•か得意であつた。自分が非常に立派であるのと、又自分が溢 
れるばかりの力と何事でもなすことの出來る能力が あると 言じてゐ 
る男のヴヒナであるといふ事とが得意であつた。そしてその得意で 
ゐる彼女は眞當に美しかつた。其得意の中には何等輕蔑すべきもの 
がなかつた。この容儀正しい容子は、この人種が支配した遠ぃ過去 
の歷史 や、 偉大なる頭領の無終の系編を記憶して以て、その中に立 
派な誇ぅを保存して居るこの人種1:はひど{ふさはしかつた。 ■ 
彼女の大變氣を遺った愛も、 巴 里の人の眼には賣物の娼婦の媚ほど 
にも 天秤が きかないといふこと を 私は實際に知つてゐた。然しマオ 
リの 娼婦の情火は 巴里の賣女の受動的なのとは まるでち がつたもの 



であつた——眞當に まるでち ♦かうのだ。彼等の血のうちには火*>あ 
る。その本來の滋養分である戀情はそこに目醒め、そこに呼吸する。 
この眼、この口、利己で あらう となからうと、 それは!! i を 吐くこと 
は出來ないのだ。この口、この眼から語られるものは何時も何時も 
戀情だけである。 

路は豐饒な、しかし變化のない土地を直ぐに通 b すぎた。右 f : は 
斷えず海があり、珊瑚礁があり、瀑♦かある。それらは波が岩と非常 
に猛烈に突きあたるといふと煙霧を散らした。左には大きい淼林を 
望んで草叢*>ある。 

午頃には私達は四十五钎も來た、そしてマタィ エァ Matai . ea の地方 
に着いた。 

私は其の地方を探し廻つた。稍々小奇麗な小舍•か漸く見附かつた。 
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小含の主はそれを私に貸してくれた。彼は自分が住む爲 めの新ら し 
い小舍を その 傍に建築中であつた。 

翌夕"私達がパべユテに歸つて來たときに、チチは"彼女を一緖 
につれて行くのを私が嫌つてはしないかといつて 尋ねた。 

1今!:、二三日して、私の準備が出來さへすれば、と私はいつた0 
チチは多くの情人を地下に葬つた後で、パべヱテでは 恐ろしい評 
判を有つて居た。然し このことが 私を彼女からかさせは しなか 
つた。彼女は半白で あるのと、 又種々の關係から して、この 人種の 
根深い、固有の、マオリ人に純粹な特徵を有つてたにもか、はらす、 
其の特徵を多くは失なつて居た。私が知りたかつた ものを何にも彼 
女は 敎へることが 出來す 、又 私*>憧憬す る 選りに擇つた 幸福を何も 
私に保證する ことは 出來ないと私は感じた。 
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私が探し求めて居た、そして選ぶといふことだけ* > 必要である或 
るものを私はこの土地で見出すだらぅと秘に思つた。 

氺 氺 

承 

一方からは海、一方には01]1"分峯をなした山豚、大きい谷があ 
る。谷には岩に寄，〇か ゞ つた巨大なマンゴーの藪が蔽ふて居る。 

山と 海との間(:ブクラオ木造りの私の小舍がある。 それと 列んで 
住むのでは ない 第二の小舍•かある、 ファレアム C 食堂〕^ areamu なのだ。 

朝0 
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海には岸に近く、私はビ tr 丨デ Piroge と、そのなかに半裸の女を 
見る。岸には男が居る、之も 同 樣に裸•た 〇萎ほれた 葉を つけた 勢'' © 
ない n n スヌス Kokosl (胡桃の| 種) は 金色の 尻尾を たれ、粒の多 
い 葡萄の房を爪にぶらさげて居る法外に 大きい 鸚&|のやぅ だ 〇男 i 
調和のとれた身構をして雨の手で 重い 斧を あげる〇それは上では 銀 
色の 空に碧色の跡をのこし、下では 伐り倒された樹幹に薔薇色の截 
目をのこす。日となく 時と なく貯 へられて 來た數 百年の熱火が 瞬時 
の 炎に甦へらされる。 

註1ヒ0丨デとは土人の樹の幹で作つ f : 輕るい小舟の：と 

紫色の地面のぅへの金黃色の永い 蛇 形の葉は 私に神秘な•宗敎的 
な古經典の筆附きを想ひおこさせた。葉は はつき りとォーストラジ 
ャ語源の聖語アトゥア ATUA -神-タアーク Takta タタガク Tausgata の 


珍をなして居た。それは到るところインディアン全體を支配したもの 
である。そして私の美しい靜寂と淸貧のぅちに#秘なる慰めを思ひ 
出す如くに更に私は賢者の言葉を思ひだした。 

タタガタの眼には王者大宫の燦たる威容も塵にすぎない、埃1: 
すぎない。 

彼の眼には淸純も不綺も六のナガ^品 P の舞蹣のやぅだ。 

彼の眼には怫を拜したい求めも花を求むるのに等しい。 

ピローデでは女*>網をのべて居る。 

海の藍色の線は珊瑙礁に碎ける大波の嶺の綠に碎かれては碎ける。 

夕暮。 
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私は煙草を喫ひに、海岸を步つた。 

とく水平線に 沈んでゆく太陽は私の 右手に撗はるモレ ァの島の後 
にす でに半をかくした。黃昏のなかに 山は 紫色の 夕燒け空に くつき 
り黑く影を描いて立つた。そして山の突起が銃眼を 以て 飾られた 古 
城のやうに 見える。 

人の心の支配者である 幻 映が これらの自然の 建築の 前に 自分を 追 
ひやつ たといふことは 何の不思議 もない こと だ。地には、 その山巔 
は互大な兜の姿を なして 居る。周圍に 打ちょせる 大波も、 その音， は 
大勢の群集の騷擾のやうにひ ゞ きはするが、 一度でもその 山巔こと 
ぐしくことはないだらう。この廢墟のうちに 兜 だけ*>唯一つ たつて居 
る それほ守護神であり、證人であり、天空の隣人で ある。私は上 
天に あつて 隱れ たる 眼差を水中に浸して 居る 頭の あることを 思ふ0 
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心のぅちに樂器、昔の人の竹笛の ifil 影を喚びおこした。それはマオ 
リ人に知られ、彼等からグィグォ Ivivo と呼ばれたものである。月と 
竹と•かそれを誇張して描きだした。丁度それは晝は終日默つて居る 
が、然し夜は月のお蔭で夢見る人のその氣憶のなかに可^い、メロ 
ディーを想ひおこせる樂器のやぅに。私はこの樂をき ゞ つ ゞ 眠りにお 
ちた。 

天空と私を隔てるものといつてはパンダヌス Fandanns の葉の高い、 
薄すぺらな屋根の外には何もない。その屋根には蝴蜴が巢をくつて 
居る。 

私はかの牢屋"歐羅巴風の家から遠くはなれて居る。 

マオリの小舍は生命、空間、無限 . からは人間を離間しはし 
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それは力つては罪を犯した生 ある もの ゞ 種族を 鞭ぅつた ものである0 
彼の口でもあらぅ廣い裂目から、私は反語と同情の笑*> 水上に 漂 ふ 
のを感する。水、その下には過去が眠つてゐる。— 

夜は急いでやつて來た。モレアはねむつた。 


本 

靜 寂！ 私はタヒチの夜の 靜寂を覺ぇた。 

靜寂のぅちに私は心臓の鼓動の外何もきかない0 
た力月光は小舍の前に同じ間を^いて列んで居る竹林を流れて 
私の寢台の上までも差しこんで來た。そして この 似通つた影が私© 


23 



/ .%: 

とはいへ、私はそこに非常な孤獨を感じた。# 

この土地の人達と私はお互に双方から探ぐりあ9把、そして私達 
の間の隔りは同じであつた。 

二日目から私の糧食の菩はつきてしまつた。どぅしやぅか。金錢 
で必要なものは何でも皆見出せると私は信じて居た'のだ。だが、私 
は自分がだまされてゐたのだ。私達は都會を離れるならば、直ぐに、 
生きん*>爲めには自然に賴らなければならないのだ。自然はゆたか 
である、自然はしみつたれではない、そして誰にもその寶物の分配 
を拒ばまない。これらは無盡藏に木に、山に、海に貯へられてある0 
然し人々は高い木に攀じ、山に登り、重い獲物を擔ふて返ることを 
知らなければならない、人々は魚を捕へ、水に潜り、石に凝着して 
ゐる貝を海の底ではがすことが出來なければならない——人々は知 


29 




らな ければ ならない。 出來なければ ならない。 

私、文閱人で ぁる 私はこの 點に 於て遠く土人の 後にたつて居る。 
私は彼等を羨やんだ。私は私の周圍に彼等の 日々の必要以上には k 
した 骨折を要しない I 金には少しの心配もない I 幸福!:して平 
和なる生活を見た。自然の產物が各自の 使用に供せられてる處 に、 
誰から何を買ふのだらぅ. 0 

忍か空腹をか ゞ へて私の小舍の闊1:坐り、落膽 して ^0 境遇と、 
•自然がそれ自身と文明人との間に置いた先きの知れない p 恐らくは 
奵ち超えることの出來ない障害を思ふてた時——その時私ょ身振ぅ 
をしな*>ら何か私に呼びかけて居る|人の土人に氣がついた。 その 
rTL 介 m に表現的な擧動が言葉の役をたした。 そして 私は私の隣の Vが 
私を食事に招くのだとい ふこと を知つ た。首を 振つ て 私は ことはつ 
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た。私はその案內をことわつたけれども、それを受けたと同樣に考 
へられたので、私は愧ぢて小舍の中に歸つた0 

四五分後に小さい女の兒が何もいはすに煮た野菜と水々した摘み 
たての綠の葉で奇麗に蔽はれた果物を私の小舍の前に列、ベた。私は 
飢え：て居た。そして私も同じやうに何もいはすに、それを受取つた0 
直ぐ後で先きの男が私の小舍の前を通つたが、立ちとまらすに笑 
ひながら尋ねた。 

. . - " p^s- ? 

『お前はもう充分か』といふこと/^私は推測した。 

これ*>私と蠻人との間の相互の信用の初めでぁつた。 

『蠻人！』、私がこれらの人肉を喰らう齒を有〇た黑色の人間を見た 
ときには、この言葉は思はす私の唇のうへにやつて來た。然し私は 
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直ぐ(:彼等の生のま、の、不思議な優し さを 認めた . たとへば穩 

かな伏目勝ちな眼を有つたあの銅色の首、デロモン Giromo 一一の大きい 
葉の繁みの下で、ある朝私に隱れて見て居たが、私の視線が彼のと 
出會うと*逃げて行つたあの子供のや，フ な…… 

彼等が私にとって觀察の對象であう、驚愕の原因であるやうに、 
私は又彼等にとつて そうで あつた。 何も 知らなかつたん，、 とつて J 
す V てのものは新らしかつた。何故といふに私は彼等の言葉も*彼 
等の習慣も、又最も單純な缺く V からざる手業すら出來なかつたの 
だ。—彼等の誰もが私にとつて 蠻 人で^)るやうに、私は 彼等の 誰に 
とつても I 人の蠻人であつた。 

そして t 達兩者のうち何方*>正しかつた fr らう。 

私は仕事を しにか、つた。そして 各種の ノートやスケッチを乍つ 
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た。 

然しその强烈で純粹な色彩をもつ景色は私を 眩惑し、 私を 肓目に 
してしまつた私は何時も ふら^^して ゐた、そして求めに求め2 


然し その 場合、私は見たま ゞ を單純に描き、佘 り 顧虛 せす に靑の 
そはに赤をおくべ.きであつたのだ。小河や海岸の 金色に 彩られた姿 
は私を恍惚とさした。何故私は窬布の上に この 太陽の 歡喜を捕へる 
ことを躊躇したのだらぅ。 

お、！ この古い歐羅巳張りの傳 習ょ。 頹廢 せる 種族の かの 恐るベ 
き表現法ょ。 

タヒチ人の容貌の固有の特色といふものを、習得す る爲めに、私 
は近處の女の一人、純粹なタヒチ血統の若い女の 肖像を 作らぅ と 思 
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つた。 

.彼女は 一日、 私の小舍に入つて、私*>部屋の壁に貼りつけて ぁる 
書の寫眞を見やうと思ひたつた。彼女はそれらを永ぃ間見てゐた、 
オランビアを ば全く特殊な興味を以て見てゐた。 

!君にはそれ•かどう思へる？と私はその女に尋ねた。(私は最早 
フランス語を話さなくなつたが、その二月でいくらかタヒチの言葉 
を覺えた。) 

近處の女は答へた。 

——大變奇麗ですゎ。 

私はこの批評を笑つたが、彼女の言葉は私の心を動かした。彼女 
が一體美に對して理解を有つてたのだらうか。然し美の藝術の學校 
の先生達はそれに何といふだらうか。 
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感動は何時も思索に先立つものだ、その沈默の後で、 彼女は突然 
附け足した。 

-奥さんです の？ 

——あ0 

私はこの虛僞を避けなかつた〇お ゞ 自分が、美しいオラン ビアの 
タネ T§e ! 

彼女が珍らし相に數枚の初期伊太利の宗敎窬を見て居る間|:、私 
は急ぃで、彼女には見せず {:、彼女の肖像をスヶッチし始めた。 

彼女は直ぐにそれを見附けて、溫©をして叫んだ- Alba !(いや 

!) そして 驅け 出していつた。 

一 S 間の e には彼女は奇麗な着物を着て、耳の後に チアレを つけ 
て再 そこに 居た ——— それは^びる ことからなのか しら。そ1とも一 
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.且拒んだ後で進んで讓步するといふ喜悅からなのかしら。それとも 
單にそれは‘人々が自分自身にそれを抑制して居る禁制の果實の謗惑 
であつたのか。それとも亦もつと簡單に何も外に理由のない、恐ら 
くマオリ人には普通のほんの氣紛れなのかしら。 

猶豫なしに私は仕事をした、猶豫なしに、そして熱心に。モデ， 
の外的並に道德的の服從、暗示深い突差の拒むことの岀來ない同意 
といふものが私の書家としての態度にあるものなるこ•とを私は悟つ 
た。 

私達の從來の美學上の法則にょると彼女は餘り美しくはなかつた。 

然し彼女は美しかつた。 

彼女の顔附はラファ流の調和のあるものであつた。唯一本の動 
く線のぅちにすべての喜悦とそしてすベての苦痛とをおくことを會 
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得した彫刻家•か彼女の口を肉付けたのだ。 

私は急いで夢中で仕事をした。何故といふ1:私は彼女の 同意をま 
だ當にするわけには行かなかつたから。私はかの大きな眼のう ちに 
恐怖を、未知の 人に 對する願望、どんな歡びの 底に も橫 はる苦い 經 
驗の憂欝、いは ゞ 克已といふ自分の意思ではない、氣古间い感淸のを 
うな ものを讀むことを恐れた。 若しも こんな女達が私達に 彼女自身 
を住せる時には、私達に服链 してゐるやうに 見えはする が、然しそ 
れは彼女達自身に服從して ゐる にすぎないのだ，超人間的の もの^ ^ 
恐らくは#格的獸性を有つてると ころの 力が彼女達の 中にはゐるの 



今は前ょりも自由に、樂に働けるやう(:なつた。 

然し自分の孤獨といふことが私を苦しめた。私はこの土地で靜な 
眼差をした全くの若い女や處女"血統の正しいタヒチの女達を見た。 
然かもそのうちの二三の女は恐らく喜んで私とをの生活を分つてく 
れたで あらう が。——然し私はそれらの女達を說き伐せるこ、とを能う 
しながつた。それらの女達はその確かりした、ぐらつかない眼差と、 
その動作の品位、誇らしげな態度とを持して私を實際に畏怖させた。 

とはいへ、すべての女といふものは促へられたがつてるものだ。 
然かもそれが一字を足さず、文字®〇に獸的に捉〇1 ) へられたが 
つてるものだ。すべての女といふものはしたい放題にされるといふ 
ことに 不思議な願望を有つてるものだ。何故といふにこの種の男性 
の我儘なる沂作を通じては女の意思は全く責任を有しないものだか 
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ら——一體女の意志表示といふやうなことは永續する戀の發端に於 
てさへなかつたものだ。此の最初に激動された力の底!:、何か深い 
意昧があるといふことは‘り得る こと だ。あの女達*>野生の儘の魅 
力を有つて居る といふことも、 亦 あ-り 得る こと だ。私は勝手1: こん 
な ことを 想像した。然し私は能うしなかつた。 

でもまた若い女達の多くは病氣なのだ、野蠻人に文明生活への手 
引の第一步として歐羅 a 人から將來された、あの病氣から襲はれて 

るのだとも思はれもする . 

だが、老人達が彼女達の一人を指差して私に 

- maiitovra (これをおつれなさい)とかういつたときに、 

私はなくてならない大膽といふものも、信用といふものも有たな 
かつた。 
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私は チチを 再び ょろこんで 迎 へやぅと彼女にいつてやつた。 
彼女は すぐに 來た。 

試は不幸に終つた。 そして 私は役人達の 月並な 奢侈に 慣れたこの 
女と 一緖に居て感ずる倦怠で、野蠻人の美は しい生活の中で私が旣 
にどの位進步 をしてゐたかを測ることが m 來た。 

數週間 の 後にはチ チと 私とは永久に別れ^.になつ た。私は再び 
一人になつた。 


近所の人達は私と友達になつた。私は彼等と同じ ものを 陰ひ 同じ 
ものを 着る。私*>仕事を しないときには、 私は 單純と喜悦との彼等 
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の生活の仲間入りをする。その彼等の生活は時とすると不意に眞面 
目に變ることが^)る。 

夕暮に人々は群をなして繁つた叢林の根もとに 集まる。 それを 蔽 
ふて椰子の梢がかきむしられたやぅにひろがつて 居る。 男 も女も、 
老人も小供も一緖になる。彼等の中にはタヒチの血統の ものも、 又 
は トンガス Tongas の島や、更には マ 〆 ヶナス Marquesas の島の もの も 
ゐる。彼等の體驅ののろい調子*>木の葉の天鵞絨をなして ゐるのに 
ょく調和して居る。そして彼等の銅色の胸から打ちふるひながらメ 
ロディー•かかたまつてくる。それが椰子の無細工な幹から濕り氣を帶 
びて投げ返へ される。 それはタヒチの 歌、 イメ ネス Im 6& s である。 

一人の女が 始める、 彼女の聲が群鳥の中の一羽の鳥の やぅに たか 
まる、そしてあらゆろ 調子を通つ て 音階の最も 高きにまで il する、 
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激しい抑媛をなしてたかまつたう、しづんだり する、そして お 仕舞 
には他の女達の聲を壓して翔けめぐる。 i あいは ゞ 、他の女達の聲 
は翔けあがつて、彼女に隨ひ、忠實に伴奏して ゐる やうな ものだ。 
咽喉から吐きだすやうな蠻的な一度の叫びで、 最後にすべての男 達 
が一勢に その 歌を終はる。 

時々お雖舌りや歌うたひに小舍に集まつて來る。 

祈りを以て 始められる、 老人が それを 大槪 先き に唱 へる、そして 
その 座に居るすべての人達が それを 繰返へす。 それから 唄はれたう、 
又は可笑しな話が物語られたうする。これらの物語の內容 !c 40 
のは素敵な微妙なもので、なか--^搁み難い。 それは 彼等の M 朴さ 
にょつて織物のなかに織う こまれた 纖巧な部分で、 それ *>彼等を ょ 
ろ こばす 0だ。 
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たまには眞面目な問題や賢い提案の審査がなされる。ぁる晚など 
は次のやうなこと*>なされた。それを私は驚かずには聞けなかつた。 

-この 私達の衬には、と一老人が語 b だした、此處彼處に傻れた 

家屋や崩れ落ちた壁や朽ちて穴の開いた屋极などが見られる。思ひ 
がけなく雨でも降らうものなら、そこから濕氣が入うこんで來る。 
何故だらう？人は誰でも皆雨や嵐の前には守護される權利はぁる筈 
だのに。その屋极を修_するには材木も木の葉もない。私は最早住 
めなくなつた小舍の代りに廣い堅固な小舍を共同に建てることを、 
申出す。私達はそれを片端からやつて行きたい。 

その座に居た總ての人達は取 b 除けなしに喝釆を以て彼に報ひた。 
この老人の動議は衆ロー 致を以て受け容れられた。 

悧巧で善良なる國民、その夕小舍に歸つて、私はさう思つた。 
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然し その 翌日、私が前日 決議された 仕事の開始を 知らぅとしたと 
き、私は最早 誰も*>そんなことを考へてないとい ふこと を知つ た。 
每日の生活は再び常道をふんで 行つた。そしてかの賢い提案者から 
指示された家屋は もとのやぅ R 倒れた ま ゞ になつて§た。 

自分の間 R 私は唯當の外れた微笑を 以て答にした。 

然し 皺のょつた眉がこれらの幻想 的な 額の 上に 有意味な線を引い 
た0 

私は面唆つれ*> 、然し立派な敎訓を野蠻人から受けたといふ感淸 
を以て引返した。彼等が老人の提案に賛成した ことは眞當に 當然な 
のだ。恐らく彼等にはその決議をそれ 以上に 遂行し なかつたこども 
亦當然なのだ 

何の爲めにするのた。神々は自然の M 寶をその忠實 な 信者 it 分ち 
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與へて やらう と、 V とこに お居で}: なる のだ。 

——明日は？ 

_恐らく！ M が起ら うと も、±陽は 今日と 同じやうに明日も晴や 

かに、惠深く登るだらう。 

それが吞氣で、淺果敢で、無定見なのか。それとも又恐らく深い 
哲理のあることなのか——誰が知らう？まあお前さん達はその贅澤 
にお氣を附けなさいよ。用心深いといふ口實で、そこに利益を見出 
したり、それを大切と思つ^りすることをお氣を附けなさいよ。 

生活は每日段々よくなつて來た。私はマォリ人の言葉を今は可成 
b 好く 解り もす るし、 間もなくそう 骨折、 ら t ' に 話せる やうに もなる 
だ、 b う〇 

私の近所の人達は —— 三軒は直ぐ近くに、外の多くは各々に多少 
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はなれて！ -私を伸間の 1 A として見た a 

砂利 礫と 續け樣 (: 始終觸れ てるので忍の足は堅くなり、 ぎ g に慣 
れて來た。殆斷えす裸な私の體■は最早太陽の 下に居ても苦しくは 
ない。 

文明といふものが私を段々去つてゆく❶ 

私は單純に考へ、隣人に對しては唯餘、 〇嫌惡 I 彼を愛するとい 
ふょりは寧ろ-を感じないやう1:した。 

私は生活上のあらゆる歡喜——動物的にも。人間的にも-を昧 

はう。あらゆる作りごビ、あ らゆ る傳統 ••あらゆる 習 K から自由で 
ある。 私は眞理に近づき、自然に來たので ある。目前に今日といふ 
日を有つてるやうに、確實 1: 自由な、美は しい日が 續 いて、 私の 上 
に 孕 和が降つ て くれる、私は正則に 發 達し、そして 不必要な 事 g に 
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自分を煩 1 J. T " *5 ない。 

私は一人の友達を獲た。 

彼は自分から私のところへやつて來た。そして低級な利己心が彼 
を私のところへ來るやぅにさせたのでないことは確なんだ。 

それは近所の一人で、素直な大變美しい若者でぁる。 

私の色着きの繪や木彫刻が彼の好奇心を呼びおこした。彼の問に 
對する私の答が彼を敎へた。彼が、私が繪書を描いたり、彫刻をし 

たりして居るのを眺めてない日とては一日もなくな つた . 

今でもなほ、こんなに 時 * > すぎても 私は この 眞實で無垢な自然人 
のぅちに 呼び さましたぁの 眞實で無垢な感情を喜んで憶ひおこす。 

夕に、私が自分の仕事をやめると私達は一緖に語り合つた。彼は 
好奇、ぃを抱いた若い野蠻人として私に歐羅巴人の生活、殊に情事を 
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尋ねた。 そして 一度なら ず幾度 も彼の間は私を當惑させた0 
然し彼の答は彼の問ょりもなほ一層素朴であつた。 

ある日私は彼に私の道具と木片を一つやつて、彼に彫刻をやらせ 
てみやうと思つた。當惑し、默りながら、初めは彼は私を見て居た。 
それから彼は私に 木と 道具と を 返へした。そして素直に、 眞正直に、 
かういつた。 

『私は他人と同樣ではない、ある人達には出來ない、 そして 他の或 
る人達を必要と する 事柄のある ことを 理解して ゐます』と。 

ジョテファ Joof ” 一はそれを 私にいつた最初の人間で あると 私は信ず 
る——それは野蠻人か若くは小供の言葉である。一體人といふもの 
は兩者のうち一でなげればならないのだ、そうぢやないか、®術家 
か-大切な人間で あると いふ ことを 信^る爲めには。 
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一度私は自分の彫刻の爲めに m 薇の木が欲しかつた。私は 目の 積 
んだ、堅い幹がほしかつたので、ジョテファに相談した。 

山へ行かなければ駄目です、と彼はいつた。私は好いのが澤山 
あるところを 知つ てます。 いらク しやるなら、 お連れし ませぅ。貴 
方のお氣 !■ :入つた木を倒してそれを一緖に擔いでき ませぅ。 

朝早く私達は出發したタヒチの道路は 歐羅 巴人 {: は可成り困難な 
ものたつた。それに山路をするとい ふことは 土人 1:さへも辛钽努け 
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が大事だ。それが大事でないとは土人も思つては居ない。 

二つの山、拳じ登れそぅもない二つの 嶮 しい玄武岩の壁の間に 裂 
目が口を開いて居る。そのなかを水が石碗の間を縫つて流れてゐる。 
その石碗は泉の出口を開くために側壁から崩れたものだ。小川にと 
大きくなつてゆく泉は石磲をこつき、ゆるがしまで、石硫を前へ前 
へ.と押しやつてゆく。や•かては小河が急流とな b 石砚を引拐つて海 
へ運び去つてしまふ。 

小川の兩岸には、屢々瀑布で中斷はされる*>、路らしいものがぁ 
る、その路は麵難種の木、羊齒 M 、 梛子、錦葵科、榮蘭科、ダァヴ、 
鬼羊齒類等の密生林や法外に大きい雜草の繁茂した中をぬけてゆく。 
それらは行けば行く程段々密生して、島の中央に達するならば、到 
底突きぬけることの出來ない密林になる。 
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私達は二人其裸で、薄靑包の パレ ォを纏って、 手に 斧を もって 行 
つた。 そして 道を 切 b 開く ために幾度も小川を橫切らなければ なら 
なかつた。 その 道を私の先達は眼を以てょりは音を以て 發見する や 
うに思はれた。何故といふに草や葉や花が夥しく群がつて地面をす 
つかり蔽ふて 居る のだもの。 

全くの靜寂が支配して居る。岩にする水の訴へるやうな音や、單 
調な さら^^とする 音や、靜かな低い嘆聲 のす るにもか ゞ はらず—— 
いや、それが靜寂を導いて來るやうに。 

この淼のなかに、この寂寥"この靜寂のなかに私達二人だけ居る 
丨——彼"本當に若い男の彼と、私、い、加減老人の、数多の幻影が 
魂の弱々しい呼吸を かきまゎ し"® 々 の勸勞が 體驅 を衰へさせ、物 
質的に も" 遒德的にも不健全な社曾に その 罪業、この老袞せる因果 




の遺產をのこされた私と！ 

Ami 3 ; y : e の姿の動物的に柔順な溫情を持して彼は私の前を行く。 
私は周園の一切の植物の精華が彼に具現して閃めき、生きてるのを 
見るやうに思つた。 

仏の前、そこを行くのは、それは人間なのだらうか。彼の性質の單 
純と複雜 とが 同時に私の心を惹いたのは、それはぁの小供らしい友 
達なのだらうか。恐らくこれは淼自身ではないんだらうか、生きも 
の、淼、無性のそして il 人の心を拐かすそれではないんだらうか。 

これらの裸體の人種にぁつては雨性の差異といふことは、私達の 
虱土に 於けるとは ちがつて動物に於けると同じやうに、大して問題 
にはならないのだ。帶と胴當とで私達には女性から變 態、 人爲的性 
質といふものを作るやうになつたのだ。人爲的性質とは自然をして、 
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遺傳の法則に從つて私達を穠雜ならしめ薄弱ならしめたものだ。そ 
れを私達は心を配つてその_經の脆弱と筋肉の未發達の狀態を維持 
して 居る のだ。卽ち私達はその性質を疲勞 VJ いふことで 守 り、 そ L 
てその性質から發達と いふ 機會を奪つたのだ。そこで私達文明國の 
女と いふものは、姿が好い とい ふ奇態なる理想.に侬つて作られて^— 
そこに私達も往々にしてこだはる —— -彼等女性は私達男性と其通す 
るものを何も有たない。それは恐らく眞面目な道德的、社會的の不 
都合な し t : はすまない だらぅ。 

タヒチでは淼や海の空氣が肺臟を丈夫にし、肩幅や、腰を廣くす 
る。 男も女も太陽の光線、海岸の砂利礫から決して容赦され ない。 
彼等は同じ仕事を一緖に同じ勸勉を以て、同じく得心して働く。そ 
こで 女に 男性的の ところ*> あり、 男に 女性的のと ころがある。 
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この兩性の近似といふこと* > 兩性間の關係を輕める。そして何時 
も裸體であることが、その風習に自然のま ゞ の無邪氣と全くの純潔 
とを與へる。何故といふに人の心が危險なる神秘に心を勞するとい 
ふこと *>ないからである。神秘とは幸福な僥倖といふことに意味あ 
らしめるものだ。そして彼等には文明人の間にある情事といふこと 
の內密な、漬れた性質♦かないのだ。男と女、戀する人としてょりは 
伴侶であり、むしろ友達である rn 力と女は喜悅と勞苦のぅちに殆たえ 
す I 緖に生活し、そして罪過といふことに就いてはその槪念さへも 
彼等は知らないのだ。 

香と光とに醉つて、老いたる文明人の心に今や突然新奇と未知と 
の魅力を以て僅かばかりの雨性上の差異にもか ゞ はらす、かの恐る 
べき慾望•か何故おこつたのだらぅ。 
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私の顧顬のところ* > 動氣を打ち、膝* > わく^^した。 

然し道•か行きつまつたので、私の道連れは小河を镏切る爲めに身 
を轉じた、 そのとき 私の方を向いた。 アンドロギ ーネは消えた。私 
の前を步み行くのは、それは眞實 © 若者でぁつた。彼の平靜な眼は 
流れの潤のぁる明るさを有つて居た。 

直ぐ樣又和平が私の心にやつて來た。 

私達は暫らく休んだ。私は感覺的ょりはむしろ精神的の限 b ない 
快感を、私が奇麗な水に浸つたときに感じた。 

—— Tiog (これは 冷たい) とジョテファ *>いつた。 

——い、や、と私♦か答えた。この叫び、私*>全く頹廢した文明に 
對して今や心のぅちにおこして居たその戰の最後に適したこの叫び 
が森のなか1:大きい木精を呼びおこした。そして私は自分 R かぅい 
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つた、私は自分の戰つたのを見た、.自然は私の'心の言葉をき、、そ 
れを理解した。何故といふに今自然は私の勝鬨に、自然はこの試練 
の後に私を彼女の小烘の列にとり入れることを欲するといふ、はつ 
きりした聲を以て答へてくれた。 

私達はなほ前進した。そして私達は激情的な熱心を以て益々深く 
草叢のなかに進み入つた。丁度それに依つて私がこ，の大きい、母ら 
しい自然の心臟のなかに突き入り、そして私が自然の生ける要素と 
一つになることが出來たやぅに。 

平靜な.眼差をして私の道連れは何時も同じ步みを私の前に運ぶ。 
彼は何等の疑念なく、私は汚れたる知識の責苦を一人擔ふ。 

.私達は目指す場所に着.いた。 

山の嶮しい岩壁が段々に平にな.つた。樹木の密生した慕の後に、 
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隱れてといふ方がよさそうに、高地* > ひろがつて居た。然しジョグファ 
は位置を よく 知卜、 驚く 程確に私を案內した。 

澤山の薔薇の木がそこに彼等の頑丈な枝をのばして居た。 

私達は最も美事なのを斧を以て倒した。 そして 私の注文に 合つた 
枝を とる 爲め!:木全體を犧牲 にしなければならなかつた。 

木の倒れるのが私を偸快にさせた。心のうちに眞當の滿足と嬉し 
い昂奮とを感じて、私は この 神々 しきまで に亂暴な慾求を 如何 1: み 
たすべきかを知らなかつた。私は手を血に汚した。' 私は樹木を征服 
はしない。私は彼を屠り盡 くさう とは 思はない。然しそうはいふ も 
の、私は地面にこの木が倒れる と 又他の 木に 私の斧に する 響を よろ 
こんできいたのだ。 

そしての斧が反響する擊音の節をつけて私に語つたと ころはかう 
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であつた。 

淼をすつか b 打倒せ。 

惡の淼を根こそき無くなせ、 

その萠芽は毒のある呼息をお前にふきこむ。 

お前のぅちにある利己の愛を打ちくだけ。 

惡を打ちくだき、それをふみにじれ、 

秋の TI トスの花の やぅに！ 

眞當にこの時から年老いた文明人は消えた、死んでしまつた。私 
は生き返つた I 恐らく別の人間が、無垢な"强い人間が私の心の 
中にたちあ♦かつた。 

この恐ろしい發作は文明との、卽ち惡との最後の訣別であつた。 
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すべての凋落せる心の奥底！:眠って 居る 頹廢 された 本能の この 最後 
の證跡が" この 對照に依つて、それを以て第一歩を おこした、この 
生活の 健全なる 單純 といふこと を、言語に絕 する 喜悦の 感情にまで 
たかめた の だ。 

慾深く私はこの美しい、汚れない空氣 をす つた。 この 時私は別な 
人間だった。眞當の野人"純粋の マォリでぁった。 

ジョテファと私はマ タィ H アに歸つた。氣を附けて、一緖に重い蔷薇 
の木の荷 、 §a !を擔 いで！ 

私達*>非常に疲かれて小舍に着いたときにはまだ太陽は沈まなか 
った。 

ジョテファは私にいつた。 

- Fgr a ? へ菡 足) 



, ——あ、と私は答へた。 

そ.して私の心の奥底で私は自分に繰返した。 

-这！ 

私は何時だつて勝利と復活の香 noa. no !を吸 ふこと なしに この 薔 
薇の木に彫刻をすること、てはなかつた。 

ブナ， Funam 谷——タヒチを二つの部分に分つ深い裂目 —— を通じ 
て人々はタマノユ Tlauoa の高地に.達する。そこからディアデム Diadem 

オロフュナ Orol 4 na, アローフイ Alorai --島の中央を昆るこ i *> m 弦る。 

人々は私にそこの不思議を話した。それで私は|人で行つて、そ 
そこ1:二三日逗留し やぅと 企てた。 







-然しあなたは夜はどぅなさるのだ！ 

—— テク パパ ユス Tupapaps があなたを襲ふだらぅが？ 

——人は山の御靈を邪魔してはならない。 

……お前は氣が狂つたのだ！ 

註 Tufappiis w は死んだ人の 1 斑魂、 -M 鬼、夜镯のこぐ J 。 

私は 恐らくそぅ なんだら ぅ〇 一 體 タヒチの 友達の心をおどろかし 
た不安*>却てなほも好奇心を煽りたてた ゞ けだ。 

ある夜私は未だ明けないに；：3發しれ。 

殆二時間私はブナル河の岸の小徑を迪るこごが出來た。然し私は 
そこで幾度も河を橫切らければならなかつた。雨側に嶮しい耑壁が 
大きい石塊や柱.て支へられて、流れの眞中まで突き出て居る。 

到當河の中央を私の道をす、めるといふ外なくなつた。水は膝の 
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ところまである、往々にして 1 H までもある。 

下から見ると驚く程高く、上方で大變 近く接して居る やうに 見え 
る雨壁の間に±陽は眞晝中殆ど見る ことは 出來な かつた。 午頃に私 
は濃青色の空に光つて居る星を見つけた。 

五時、 暮れ か ゞ つた頃私はいくら疲かれ て、右の方に、羊齒、野 
生のバナナ、 ブクラォの 草叢の ある 稍 平な土地を見た、 そのとき冗 
は夜は何處に 過ごさう かとい ぶこと を考へだした 。ぬは 幸®1: も僅 
か0熟したバナナを見つける ことが 出來た。 そして 食事を とゞ のへ 
る爲めに焚火をした0 

そこで私はバナナの木の一番下の枝の上に寢に橫になつ た。 それ 
はうまい具合に行つた。そしてバナナの木の葉を雨の用心の爲 めに 
編みこん： U 。 
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寒かつた、水の中を步るいた あとな ので惡冷が した。 

眠は惡かつた。 

然し朝は もう 遠くはない、そして人間も獸も恐い ことは ない とい 
ふことを知つた。此處タヒチには猛獸も毒蛇も居ない。 唯一つ の野 
生の獸は野原に自由に生きて居る猪である。私は高々 U の W をおそ 
はれるくらゐを恐*>ればい、んだ。その爲めに私は手に斧の柄を 握 
つて居た。 

夜はくらかつた。黑白を分つ ことは 出來なかつた。 そとに 私の頭 
に 近く鱗光を發 する 粉の やうなもの *> ある、それが 私を 不安にした 0 
テ ゥ V ハユス、眠つ て M る 人を II はふ 爲 めに暗のうちに目醒めて居る 
といふ あの惡鬼の マ ォリ人の話を考 へて 笑つ た。 彼等の領分は山の 
心腹にあつて、淼が永遠の蔭に それを 蔽 ふて居る、そして 彼の 領土 
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はすべて死んだ人の靈魂に ょつ てたえす ひろめられる。 

惡鬼の住む土地に生くる人ょ、悲しきかな！ 

私はこんなに狂勇であつた。 

私の夢想は勿論甚だしく調子が高まつて居た。 

この光つて居る粉は小さい特種の香菌類から發してくるのを、今 
私は知つた。それは丁度朽ち腐つた枝の濕つた場所に、私が轉火材 
に用ひたあれのやぅに生えるのだ。 

次の日は私は早朝又道をす ゞ めた。 

小河となり、急流となり、瀑布となり、始終移り變つた姿になる 
流力不思議に氣六ヶしく曲つて、時々は逆流するやぅに見える。私 
はたえず道を失つた。幾度も枝から枝へ手を以てからだを前へ泳が 
せなければならなかつた。その時地面にからだのふれる ことは 稀で 
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ある。 

水の底から法外に大きい蟹が高く私の方を見て 居る。 それがかう 
いふ やうに 見える、「お前はこ、 で 何を してるんだ」―-そして 百年も 
たつた鰻が私の近くをにげる。 

道を急に折.れ曲る と 突然私は、突き出た 岩に、若い 裸の少女の も 
たれて居るのを見た。それは岩を支えにして居る とい ふょりは、 む 
しろ兩手を以てそれを愛撫して居るのだ。岩の間の非常に高くから 
石の問に さら/、 と音なく流れてくる泉から小^女はのむ。 

それをのむ と V 兩手に水を 派んで、 胸の間にそれを 流す。そして 

-私が唯の少しの音もたてないのに-それは本能的に危險を嗅 

ぎだす臆病な羚羊のやうに頭をたれて、私が動かずにたつて 居る 草 
叢の方を見る。私の眼は少女のとは會はない、然し少女は TailhaS ! 
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(お、、 ひどい こと！) と 叫んで 水にもぐる、 その 時にも彼女は私を 
殆と見なかつた。 • 

私は水にとびこんだ、誰もゐない、何もない——唯川底の小さい 
礫の間に腹ばつて居る大きい M . だけが。 

骨に骨を折つて私は到當ァロラィ、恐*>られて M る聖山の頂き近 
く着ぃた。 

それは夜であつた、月はあがつた。月が山の荒凉とした山額をそ 
の微究のぅ^'に柔くつ ゞ んで居るのを見たときに、私は名高い話を 
想ひだした…… 

Pnmii Hina Tefatou (ヒナは テファ トクに話した)といふ一つの古い古 
い物語を、それを少女達が夕にょろこんで語り、その舞台として少 
女達は私が居るその塲所を正しく指し示すだらぅ。 
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眞^に忍は今その舞台を見て るやうに®つた . 

神人の力に滿ちた頭、自然が彼の 力に就いて恐ろしい自覺を與へ 
たところの‘勇者の頭、すべての家の 入口にあるやうな雄々 しい H 一 V 
の顔を。 そして #樣の髭 に輕くふれ，かう話して居る內氣な優しい 

女を…：…， 

- 人間が死んでも' も一度彼を蘇生せ て下さい…… 

棘樣の嚴格な、然し殘忍で はない唇が 答へ る爲めに開く•：… 

いや"私は 彼を蘇生せ ないだらう。人間は死ぬ だら う。植 勿ょ、 
それに養はれて居るものが苑ぬ やうに 死ぬだら う。® 球は 降るごら 
う ffisr は降るたらう、二度と立ち上らない^ めに。 

ヒナは答へた…… 

——どうぞお氣に召しますやうに。私は然し月を復 も登らせま&う。 
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ヒナに屬するものは、生きることをつ ゞ ける。テファトクに屬する 
ものは降る。そして人間は死な、ければならない。 

氺 ホ 

* 

暫くこつちといふもの、私は 消氣返つ て 居た。 そんな 有樣で自分 
の仕事は行きなやみの態♦たつた。實際私には自分を助けて くれる 樣 
樣の大事な救治劑がなかつたのだ。藝術上の任務、それは甞ては自 
分を有頂天にした もので ぁつたのに、今はそれに無氣力に立ち向つ 
て 居るのだとい ふこと が自分の機嫌を損じたのでもぁるが、 然し 先 
づ第一には私には歡樂•か缺けて居た の だ。 

數ケ月こつち私はチチと別れて居るのだ。それでそれからこつち 
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といふもの、もう私は同じ事柄や同じ問題にぁれか氣隨氣儘に小供 
らしく、能く口を動かしてたお喋舌をきかないのだ。それに私は何 
時も同じ物語をして答へて居たのだが。 

そしてこの寂莫が私の爲めにはょくなかつた。私は先へ行かう、 
別にきまつた目當とては定めなかつたの： U が、島巡りをしやう i 決 
心をした。 

私が その 準備 I !旅に入用な もの、 僅かばか5の輕い包 I をな 
し、自分の勉强を整理して居る間といふもの、私の瞵人で友達だつ 
た アナーー Anani は不安らしく私を見守つ て 居た。 永い 間の ためら ひ、 
話しかけ やうと しては また 中止した とい ふ態度、その態度のはつき 
N としてくもりのない 處が自分を大變ょろこばせ、又同時に心を惹 
いたのだが、そんな態度の後で、彼は到當決心をして、私が旅立ち 
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の準備をして居るのか、どうかを尋ねた。 

——い、や、唯ほんの數 W の旅がしたいんだ、と私は答へた。 

私はまた來る。 

彼は私を信じない、で泣きだした。 

彼の妻は妻で彼と一緒になつて、彼等が自分を愛して居るといふ 
ことをのみこませやうと、彼等の間に生活するには私は少しのお金 
もいら^いの/:といふことや、お m さんか又好いとお思ひの^ら、 
永遠に何時もぁそこに体むことが S 來るのだ —— 彼女は彼等の小舍 
の側近くの小.さい木で飾られた墓場を指した——と，ふことを語つ 
た。 

そして突然 m に-そこに——眠れといふことを願つた。其處で 
なら少なくも E を永遠に誰も邪魔するものはないだらう . 
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——あなた方歐羅巴人は可笑しい。あなた方はいらつしやる、あ 
なた方は Jfb 處に居るとお約束をなさる、そしてあなた方を皆が好き 
になる1%あなた方はまた行つておしまいになる。かうアナーーの妻 
は附け足した。 

あなた方はまた歸つて來るためにとおつしやる。然しあなた方は 
もう決して歸つていらつしやらない。 

——でもとに角こん度はまた歸つて來る心算だといふことを誓ひ' 
ませう。 

後になつては(私は能う噓を吐かうとはしなかつたのだ)、後にな 
つては どうす るかはまだ私は知らないのだが . 

到當彼等は私を去らしてくれた。 
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私は海岸に沿ふて路から遠ざかつて、深い草叢のなかを通ず る狹 
い徑を迪つた。その徑は數時間の後には小さい谷間の村に達した程 
遠く自分を山の中に翥いた。 そこの 土人は古いマ オリの 風習に從つ 
て生活して居る。 

彼等は靜に幸福でぁる。彼等は幻を描き、彼等は愛し、眠り、歌 

う-彼等は祈る。そしてキリスト敎はまだ^處までは這入りこん 

でなかつたやうに見える。はつきりと私は、事實にはとうの昔に消 
えてしまつたとはいへ、彼等の神々の像を目前に見る、 ことにヒナ 
の像を"月の女神を祀る祠を見る。唯一つの木から出來 てる 神樣の 




像は肩から肩まで十呎もぁり、丈の高がさ四十呎もぁる。その頭に. 
は帽子の形をした赤い色の大きい石を戴いて居る。 その 像の周圍で 
マタムア Ml - mua の古い儀式によつて踊が される、 そしてグイグォーが 
その時その時の色合によつて、よろこばしげに、晴れやかに、又は 
陰氣 に、そして 又悲しげに その 音を奏する…… 

私は自分の道をなほ進めた。 

タラヷオ Tagvao 島の反對の側の一番の端で、マタイユアから 
一番遠く隔 つた 草叢 —— で 憲兵が 私に馬を貸してくれた。それから 
私は今まで歐羅巴人からは餘 b 尋ねられなかつた海岸に沿ふて馬を 
走したら。 

名高いイチア1 tia の手前にぁる小さい村のファオネ Faog で土人が 
私に晬びかけた。 
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—— もし— A 間を# る 人！(彼は私が畫家 である ことを 知つ T 
居る。)— elrmar (いらし つて 、私達と一緖 にめしあがれ。こ 
れ が客を 饗>»/ すタヒチのき CH ?)" な 0ビ〇) 

私は自分にいやとはいはせなかった、人を招く笑が氣持好く J 
からなのだもの。 

私は馬からおぅた。その主人は馬の手綱のと ころを とつて、それ 
を物々しくなく、巧に木に結へた。 

それから私達は連れだつて小舍のなかに這入つた。 そこには男も 
女も話したり"煙草をのんだりして gjg に坐つて 居る。 その 周りに 
は小供等がはねたり、騷いだりして 居る。 

——貴方は何處へいら つし やるの？と奇麗な四十 ばかりのマオタ 
の女が私に尋ねた。 



——ィチアへ行かうと思つて。 

何を^さりに？ 

どんな考が私の中にあつたか、又恐らくは自分にも今だに隱され 
て居る、眞當の旅行の目的を何と名 づけ やう か、私は知らないのだ。 
——其處で妻を探さうと思つて、と私は答へた. 0 
—ファオネにだつて澤111そして奇麗なのが居ます。貴^はその一 
人をほしくない？ 

-.透？ 

——まあ嬉しい！あれ*>貴方のお氣に召すなら、あれを貴方に 
げませう。といふのはね、私の娘ですが。 

-—若い？ 

—え。 
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-奇麗？ 

——え0 

——丈夫？ 

-え0 

——それは好い、行つてつれて來な さい。 

その女は直ぐに出て行つた。 

四半時間ばかぅすぎて、食事——野生のま ゞ のバ ナナと 蟹_が 

運はれたときに、先きの女が若い少女を連れて又這 入って 來 た。少 
女は手に小さい花束を待って居た。 

透き通るやぅな薔薇色のモス ジンの 着物を すかしてその肩や、腕 
の金色の皮膚が見える。二つの蕾*> はちきつてその陶に高くなつて 
居た。 驚くべく 釣合の とれた、すらつとした、大きい、丈夫な小供 
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であつた。然しその奇麗な顔には、島の他の場處で何處で ゞ も出會 
はすやぅな、例の型といふものは私(:は見出せなかつた。髮も亦普 
i 見®れない y しが、< して、輕く波をぅつて居る。日光の中にす 
ベてこれ等がクローム色の眞當の才，ギーを呈する。 

この少女はトンガスの生れだといふことである。 

私は挨拶をした。少女は笑つて私の側に垡つた。 

I 私•か恐くない？と尋ねた。 

- Aita ( い、え ) 

——私の處1:何時までも居られる？ 

- Eha (はい) 

_病氣をしたことはない？ 

—— Aita ! 
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それだけである。 

少女が平氣で私の前の地面に大きいパ ナナの葉に食物をのせて式 
のために配つてくれてる間といふもの，私の心臓 f た。私 i 
大 變うまく 陰べ た〇 然し私は—かなくな\ ひどく 昂奮した。こ 
の十三ば t (歐羅巴にすれば十八から二十の)の小 供が 私の心を 
惹き"惊氣させ"殆と恐がらすばかりだつた。彼女の心のうちに可 
力去來する のだら う。 そして私、 この 少女に較べて はこんなに年を 
老つナ矛は こんなに 急に決せられた申出に 承諾を する のを暫く禱踏 
しナ然しその場合 有利な 條伸はすべて忍の方に あつたの だが。 

恐らく一かう私—へた—少女は母の命令のま4ぁらう。 
恐らく彼等が—問で2し S 爲 J るとすれば…… 

私力若い少女の顏附のうちに、その態度仕草のうちに、この人種 
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に固有な眞當の獨立と自負とのかつきりした表示を認めた ときに 私 
は元氣附けられた。私がなほ深く研究して明にこの少女の明るい表 
情をたしかめたとき、私の信任は完全で、動かないものとなつた0 
表情といふものは若い者にあつては何時も貴い、可愛らしい跅作を 
ひきおこすものだ——唯この少女の奇麗な、優しい、あだつぽい口 
もとの人を蔑すんだやぅな線だけは私にこんな警戒をさせた。それ 
はこの胃險をやることの眞に危險は唯私の上にあるんで、彼女には 
ない…… 

私がこの小舍の圆を跨いだときに妙に自分の朐を饰へつける懸念 
から不安に堪えなかつたといふことを私は拒めない。 

出發の時間が來た。私は馬にのつた。 

少女は母と一人の男と二人の若い女——話しにょると叔母達—— 
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とに連れられて、私の後につ ゞ いた。 

私達はタラヴオに向つて歸つた。其處はファオネから九粁はなれて 
居る。 

最初の一粁を來たときに、彼等はいつた。 

- Paralii t 祭(こ、でとま0\て) 

私は馬からおりた。私達六人は大きい、奇麗に行屈いた、なかな 
か有福らしい、美事な産のしかれた小舍に入つた。 

まだ若い、大變愛らしい夫婦がそこに住んで居た。私の花嫁はそ 
の側に坐はつて、私を紹介した。 

I !これは私の母です、かぅいつた。 

それから沈默の間に杯が奇麗な水でみたされた。それを私達は順 
順に古い信心深い慣習に從つてお視儀にのんだ。 
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その次には私の花嫁からその母として引合された、情に激した眼 
差しと、淚 (: しめつた睫毛とを有つた女が私にいつた。 

——貴方は善い方ですか？ 

私は自分の良心を吟喙して當惑せすには•答へられなかつた。 

-そう^り^いものです。 

-私の娘を仕合せにし下さるでせうね。 

—^え0 

——八：：！目にあの子は歸らなければなりません。若しあの子•か仕 
合せでなかつたら、あの子は貴方をすてるでせう。 

私は身振りで承諾を與へた。皆が默つて居る。誰も能うこれを破 
るものはなかつた。 

到當私達は外に出た。私は又馬に乘つた。前と同じやうにずうと 
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お偎 につれられて更 ,: 出發した。 . 

途中で私達の家族を知つて居る澤山®人に會つた。彼等は とうに 
ことの次第を知つて、少女に挨拶す るやうに いつた。 

—今日はもう眞當にフランス人のブ ヒナ r : なつたのか。おめで 
たう。 

1つのことが私を不安にした。どうしてクフ,フ^011111^(私の妻は 
かう呼ぶのだ)は二人の母のものなのだらう。 

私はあれを自分にくれた第一の母(:尋ねた。 

. —何故 あなたは噓をいつたのか。 

テフラの母は答へた。 

rfz は 噓は申しません、 あれもこの 子の母です。 あれは この 子 
の乳母なのです。 
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我3 

タラヷォで私は憲兵に馬を返へした。 そこに 痛ましい こと•かやつ 
て來 た。 憲兵のかみさんのフランスの女が、輕蔑はしないが無切棒 
に私にかういつた。 

——どうしたつていふんでせう！貴方は まぁ こんな人なんかつれ 
ていらつして？ 

そして惡意を有つた彼女の眼が若い少女を{八のぁくやうに見つめ 
た。少女はこの侮辱的な穿鑿 i : 全く平氣で向つて居た。 

私はこの 刹那 二人の女の 與 へてくれた象徴的の芝居を觀察した。 
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こ、、少女1:處女の盛時と信仰と自然とが あり、かしこ、フランス 
の女に 乾燥と 束縛と作り物とがある。二つの敵對 せる 種族は咱向つ 
てたつた。そして私は自分の種族の ことを 恥ぢた。私は あの フラン 
スの女をこんなにも小さく、無知と見るのが苦しかつた。それで私 
は、自分が旣に{愛して居た他の種族の光輝、この生き < した 
金色 {: ょろこび、熟し やぅと 急に振5.向ひた。 

タラヷォで家族は樣々と b 合せた酒や果物、武器 や 織物、男 や 女 
や家畜、すべてのものが便せられる支那人の處で 私達と 別れた。 

私の妻と私とは、マタィユァの私の小舍まではその先き二十五钎 
あつたが、そこを馬車を利闬した。 
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私の妻は大變ぉ諜舌といふでもなく、又同時に晴やかさもあり、 
陰鬱な ところ もあつた。然しその中で人を蔑すむところが勝つ て 居 
る0 

私達はお互に探ぐ りを 入れる ことを やめなかつた。然し彼女は測 
り知るベからすであつた。 そして 私は この 戰では直ぐに負かされた0 

銳い觀察者とならんが爲めに、自分を看守し、支配し ょうとい ふ 
善き計畫も私には餘り役にた、なかつた。私の力は直ぐ樣行きつま 
つた—— そして 私は テフラにとつて は忽 にして 謎の ない 明ら樣な書 
物と なつた。 

そうかうして 私はまあ云は ゞ 犧牲を拂ひ人格を代償に して、オー 
ストラリア人の心とラテン人種、ことにフランス人の心との隔りで 
ある" 深い陷缺を ！ i むる に至つた。 マオジ 人の心は直 T に 自分を明 
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ら樣にするやうなこ VJ はない。その心を從へるには大きい忍耐と汧 
究とを要する。そして底の底から解かつたと思ふときですら、彼等 
の心は全然豫見することの出來なかつた飛躍を以て諸君を驚かす、 
最といつてもマオジ人の心は謎その物でぁる、いやむしろ謎の限り 
ない連續でぁる。その心•を理解したと思ふ隣間に、その心は饺活と 
いふ外套のなかに隔たり、達することが出來ず、近寄ることが出來 
ないのだ。かと思ふとこん度はその心諸君*>僅ばかりでも確實さを 
裏切らうものならば直ぐ樣•又も滑り去る爲に自分から近寄つて來 
る。そして諸君がこんな仕打ちにょつて困らされて、その奥の-^- 
眞底を求めてる間といふものは、その心は打ちこはすことの出來な 
い嬉しそうな確信と.心配のない輕快さを以つて諸君を眺めて居る。 
それは恐らく見褂ょりは純正なものではないのだが。 
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私として.は、 自分の生の喜びを斯程に妨げる無益な穿繫を直ちに 
放棄した。私は全く信賴して時の經過に、最初の機會1:拒まれた 31 
の表白を期待するしかなかつた。 

一過間はこんなことですぎた。そして私は # て 以前に感じた こと 
のない「小 供ら しい」感情を抱いた。 

私はテフラを 戀してたのだ。そのことを彼女に いつた。 然しそれ 
は 彼女を笑はせた。彼女は私の戀を知つたの だ、ぁ、 そうた！ 

彼女 i 私を愛するょうに見えた。然し彼女はそのことについては 
何ともい はなかつた I 然 V 時折り 夜に タフラの 皮膚の金色が光つ 

八日目に ……私 r は ]! fc の家に連れ•たつて來たのは、たつた今のや 
うこ田5次れ2-テフラはファオネの 母を訪ねたいと許可を乞ふた 
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それは約束した ことであつた。 

私は不安になつて來た。私は彼女の ハンケチにいくらかのお金を 
つ、んでやつた。それで彼女は旅の费用と父への糖酒の代を拂 ふこ 
とが出來るのだ。そして彼女を馬車で送つた。 

私は永久に別れる感じがした0 
その後の每日は不安であつた。 

寂寥は私を小舍から追ひだし、追憶は私を爯び そこに 呼び 戾した 0 
r んな勉强も私の考へ をす つか b 縳 つてし 

まうことは出來なか02 


次の週間がすぎた。そしてテフラは歸つて來た。 

それから全く幸福な生活が始まつた。幸福と仕事とが±陽と 同時 
に始まり、太陽の如く輝いた。テフラの顔の金色は私達のか砮の內 
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部、周圍の自然を喜悅と怏活の光を以て照らした。彼女は最早私に 
探りを入れはしない。私も彼女にしない。彼女は最早私に自分の戀 
を隱せなくなつた。そして私は最早自分の戀を彼女に語らなくなつ 
た。私達二人は全く純朴な生活をした。 

朝には近くの小河に體を淨めに行くといふやうなことを V 」んなに 

嬉しく やつ •* らう -丁度それ*>天國で最初の 男と 最初の女と*>し 

たことのやうに全く 私(:は考へられた。 

タヒチの天國、 mva 导5.ぽ|-愉悅の國！ 

そ，して この 天國のユヴは益々愛らしく、益々懷かしくなつてい〇 
た。 私は彼女の香 ga noa !からすつかり浸されてしまつ 72 。彼女は 
一番好い時に私の生活に現はれて來たのだ。早かつたら私は恐らく 
理猝しなかつたらうし、遲かつたら餘りおそすぎたらう。今は私が 
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彼女を愛すると同じ程に、彼女を理解して居る。 そして ®: は彼女を 
通じて、今まで自分には近寄れなかつた#秘のなかへ入り こんで行 
つた。 

私の知能はまだこの發見を消化してなかつた。》私は自分の® I 1 R 
またそれを刻みこんではなかつた。テフラの私に物語つたものは 皆、 
私は唯感情で理解したにすぎなかつた。 

私は自分の感じや印象のう ちに 彼女の言葉を 他日また 發見 するだ 
らう。 ^る 外の方法で されるょりも、 もつ と確實に 彼女の生活 上の 
日々 の伸 立ちに 依つ て私が その種族を全く理解す るやうに彼女は私 
を導いた。 

そして私は 最早 日も 時 も、善も惡も、そんな意識は 有たない。 そ 
の幸 M は時として、幸福といふ槪念なんかは全くな くなつてし まう 
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ほど奇しきものであつた。すべては美でぁるが故に、すべては善で 
あると、 私は唯 かぅいふことを知るばかりである。 

そしてテフラは決して私の邪魔をしない、私が働く ときに も、又 
夢を 描くときにも、 本能 的に 彼女は そのときはだまる。 彼女は 私を 
こまらせることなしに話の出來る時を能く知つ居る。 

私達はタヒチのこと"歐羅巴のこと、又は神樣、神樣達のことを 
語.り合つた。私は彼女を敎育し、彼女は私を敎へた。 

私は一日が、りでパぺエテに行かなければならなかつた9 

夕方には歸る"と私はしつかり約束をした。然し私の乘つた馬車 
は道の途中で駄目になつた。私は その 先を徒步で行かなければ なら 
なかつた。それで家に歸つた時には、朝の一時になつた。 

私は戶を開けて、家のなかの眞暗なのに胸を震るはせ乍ら、見た0 




こ 0 ことは そのことだけでは大して驚くほざの ことでは なかつたの 
だ。 何故なら私達は其時には全く僅ばか b の燈火しか有たなかつた 
のたそしてその貯蓄を新らしくするといふのが、自分が留守にし 
た一つの理由でもあつたのだから。然し私は突差に 湧く 恐怖と嫉妬 
との感情にふるひた。その感情を私は、鳥は確に とんで 行つた、と 
いふしらせ だと® つた . 

急いで私は憐寸をつけてそして見た-^テフラは寢床の上 { :動か 

ずに裸で、偏たくのびて居た。その眼は恐怖で並外れて 大きく開ぃ 
てた。 彼女は私を見守つた。が私を見分けられないやうで あつた。 
私自身は 數秒 間ぃひ知れぬ不安のなかに立つた。 クフラの 驚愕が 貫 
ぬくやうに動いた。私には そのじつとした、 見つめた眼* > 燐光のな 
力れる やうであつた。唯の一度も嘗て私は こんな 美しい、 こ i なこ 
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心を動かされた美しさを見たことがなかつた。そしてそのとき此の 
彼女にとつては確に不安な幻影にみち^^た薄暗がりのなかで、私 
は動くのを恐れた。動くことが彼女を畏怖させ、小供の發作を高め 
かねなかつたから。一體私は、この瞬間の私は彼女にとつて何であ 
つたかといふことを知つたであらうか、彼女は私のおどろいた顔を 
惡鬼か、又は幽靈か、彼女の傳說にょれば眠られない夜に現はれる 
といふテクパパユスの一つと思つたのだらうか。彼女自身♦か本來何だ 
らうかを私は知つたであらうか。彼女の迷信の現實的並に道德的の 
力で彼女を支配してゐる驚愕の强さは、彼女を私が今迄知つてたも 
のとは全くちがつた、私には見知らない物精にしたのだ！ 

到當彼女は自分に返つて、私に呼びかけた。そこで私は彼女を叱 
り、なだめ、鎭めるやうに自分の勇氣を鼓舞した。 


93 



彼*は不機鐮に私の言葉をきいてたが、噓欷の爲.めに聲をふるは 
しでいつた 

—もう私を燈火のない とこに 一人でを いとかない やうに . 

然し嫉妬が目覺めると、恐怖は漸く おさまつ た。 

. i 貴方は町で何をしていらつしたの。貴方は女を、 市場で 踊つ 
たう、のんだりする、そんな女を、役人や水失や誰に でも 身を 任せ 
るやうな女を訪ねたんだ…… 

私は喧 pi にはさせなかつた。その夜はさはやかな—さはやかで、 
熟い、熟帶の夜だつた。 

テフラはある時ひざく愛らしなくり、又理性的になる かと 思 ふと、 
又直ぐ!:常規を逸し、ひどく激越して來る。二つの相對向した性質 
他の.多くの無限にこ i なつたものは数の中1:入れずに_が一 
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つになる。それが双方の虛僞を責め、非常な速度で踵を接してお互 
に續いてゆく。彼女は變るといふのではなかつた，のだ。そぅでなく 
つて二重三重、百重なのだつた。老ひたる種族の小偎でぁつた。 

ぁる日旅商人、永遠の猶太人*>やつて來た —— 彼はこんな絕海の 
孤島をも舊大陸と同じに不安にさ t II 鍍金をした銅製の化粧品の 
入つた箱を持つて來た。 

彼はその品物を列べてた、皆は彼の、周圍をとり捲いた。 

一組の耳輪が手から手に渡つた。、女達の眼はか ゞ やき、誰も II も 
それをほしがつた。 

テフラは肩をぅごかし、私の方を見た。彼女の眼は非常5:はつき 
り物語つて居る。私は知らん振りをして居る。 

，彼女は私を隅の方へ引張はる。 
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—— 私あれがほしい。 

-そんなものはフランスでは何の値打もないものだといふこと、 

それは銅なんだといふことを私は彼女に說き聞かした。 

!私あれ•かほしい。 

——だめ。そんな馬鹿なものに二十フラン拂うんだつて。馬鹿な 
こと だ。いけない。 

——私あれがほしい。 

そして激越して來て舌を S & かし、眼に淚を一杯にして私に迫つた 

-どうしてまあ貴方はかういふ飾を他人の耳に見るのを恥とし 

ないんだらう？あすこに居る人は、フヒナに耳輪を贈るために馬を 
賣らうといつてるのに！ 

私はこんな馬鹿なことをゆるしてはならない。それで二度彼女を 
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たしなめてやつた。 

テフ ラは一言 もい はずに、 じつと 私を見つめな*>ら泣いた。 

私は行つて、又戾つて來、到當猶太人に二十フランやつた——そ 
ぅしたら 太陽は又か ゞ やいた。 

二 日 あとが 日曜日だつた。 テフラは 大變な お 化粧をした。髮は石 
驗で洗つて、それから日光にかはかし、それからおしまいに句のす 
る 油をすきこんだ。一番奇麗な着物を きて、 私のハンケチを手に有 
ち、耳の後には花をつけ、それから——跦足でお寺に行く。 

-それから例の耳輸は？と私は尋ねた。 

クフラは蔑すむやぅに口を歪めた。 

——眞當に銅だつたゎ！ 

そして 大聲に笑つ て 小舍の閾をまたいで、俄に眞面目になつて出 







て行く。 

何時もの他の日と同じやうに並びあつて寢たり、夢を見たりして、 
午の木をすごした。恐らくクフラはその夢に他の耳輪のか ゞ やくの 
を見たらう。 

一切のことを忘れて、何時も能くね むる…… 

* 

r 

一日上天 氣に——タヒチでは例外のない——私達は朝出だして友 
達を訪ねやうと決心をした。その友達の家といふのは私達の處から 
は十粁ばかう隔たつて居た。 
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私達は六 時に出發したので、 凉 しいうちに遨を急いだ、そしても 
う八時には着いた。 

私達の行つたのは全く思ひがけなかつたで、 その 喜びは大變だ つ 
た。 そして 挨拶が すむと 彼等は私達の御馳走の支度に豚を 探しに出 
かけて行つた。豚は屠られた、 また 豚の外に二羽の鷄が 足された0 
朝摑みとつた美事な黑 蝸牛と バナナが幾らか<£ それに 他の果物と で 
立派な御馳走*>出來た。私は晝飯までの時間でマラの洞穴を見に行 
かう i いふ 相談を 持ちかけた。 その 洞穴といふのは まだ 一度 も見に 
行く機會がなく、私は度々遠くから眺めてたのだ。 

三人の若い娘、男の、兒、それにテフラと私との元氣な僅かの連中 
は直ぐに目差す場處に着いた。 

道端からは、殆と全部グァヷの木で薇はれたの洞穴は單純に岩の 
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出鼻、が、それともいくらか深い裂目位にしか思はれない。然し枝を 
曲げ戾して、下の方へもう三尺も這入らうものなら、太陽はもう見 
えなくな b 、 その底は見たところ百米突もはなれてゐて、濃紅色の 
天井をした舞臺を想像するやうな一種の穴の中にゐる。壁のあちこ 
ちには、大きい蛇が內側の池の上水を吞まうとぬる^^とぬたくり 
ついてるやうに思はれる。然しそれは岩の裂目をぬけつて道を開い 
てる襞なの♦た。 

——水を浴びやうょ、ね？。 

水が餘 b 冷めたすぎるといふの♦か彼等の返事であつた。そしてそ 
れとは無開心 U 永い話が笑聲で途切られてはまた續いた。それが私 
に好奇心を持たせるやうにする。 

私は敗けはしない、到當娘達は輕い着物を脫♦かうと決心した。 


パ 
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レオを卷きつけるや、私達は直ぐにもう水の中に居た。 

—— Tog , to ®:! (お、冷めたい)と皆が一緖に叫んだ。 

水*>ぱしや-^と音をたてる、そして皆の叫聲が數千の木精に射 
返される。それが togtog を繰返へす。 

——私と一緖に來ないか、と私はテフラにいつて奧の方を指した。 
—まあ、あなたは r うかなすつたんぢやない？まあ、あんな奧 
の方、遠いわ！そして鰻が？そんな奥へ誰が行けるものですか。 

そして彼女は巧く泳げるのが得意な人のやうに活潑に易々と岸に 
とびあ*>つた。然し私だつても泳ぎは巧者だ、一人でそんなに遠く 
へ行くのは氣持好くはなかつたけれ V 」も、私は奥の方へ進んで行つ 
た。 

何といふ不思議な空中反映の現象に依つてなのだらう、私は底へ 
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達しやうと骨を折れば折る程段々奧底は遠くなつて行く。私は段々 
先へ-^迫つて行つた。そして四方八方からは大きい蛇*>私を輕蔑 
して見て居る。一瞬間私は大きい龜が泳いでるのを見るやうに思つ 
た。その頭を水から突き出しながら。そして狐疑深く私の方を見詰 
めて 居る二つの 凝と した輝いた眼を見分けた。—— 馬鹿な！と 私は 
考へた。海龜が淡水のなかに居るものか。それはそうとしても(私 
も眞當にマオソ人になつたのだらうか)私には疑惑だつた。からだ 
の震ひが 仲々 やまない。 一體 私の 前の 幅の廣い靜かな波は何の波な 
んだ。鰻だつ て！， 

1來い、來い！ この 恐怖から來るたびえ に、 感じを振ひ落し 
しまは なければならない。 

私は水;£に達するために水直にからだを下した。然し達するこ 


て 
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出來ずにまた浮びあがつた。岸ではテフラが私を呼んでる。 

——歸つ來ててょ！ 

私はからだを轉ずる、彼女は非常に逡く、極く小さく見える。 

何故距離が此處ではかうも無際限に行くのだらう。クフラは龙輪 
中の一黑點にしかすぎない。 

私は意固地にも聞き入れない、そしてなほ半時間泳いだ。奥底は 
何時も其の儘同じ距離にあるやうに見える。 

小さい丘の上の動かない點と、それからまた口を開いてる穴と 
それは何處へ通ずるのだ。秘密、その探險を私はあきらめる。 

私は白狀するが、到當眞當に恐ろしくなつた。 

私は目的を達するに一時間たつぷりか、つた。 

クフラ だけが私を一人待つてた。彼女の連れは平氣の平左で行つ 
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てしまつた。 

テフ ラは祈をぁげた、 そして 私達は洞穴を去つた。 

私はなほ暫く震ひてた-冷たさで。然し野原に 出る VJ 私は もう 

直ぐに、ことに テフラ* >少しも 蔑すむところの 見えない微笑をたた 
へて話しかけたときには、すつかり元氣になつた。 

-恐くはなかつて？。 

臆面もなく、私は答へた。 

——俺達フランス人は恐いなんといふことは知らないんだ。 

テフ ラは慰めもしなければ、賞めもしない。然し私は彼女が探ぐ 
るやう1:眦から 流し眼に見て るのを、 彼女の髮に つけるために 色の 
ぁるチァレを摘まうと 二足三足 先き に出た とき、 氣づいた。 

道は美しかつた、海は立派だつた。私の前にはモレァの堂々とし 
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た雄大な山が聳えたつて居る。 

まぁ何、/」いふ善き生活 だらう。そして V 」んなにがつ-—-ビ 、二 時 
間の水浴の後で、家に待たれてた美味に 料理され た豚を喰べたこ VJ 
だらう。 

球 

r 

マ タィ H ァでは大變な婚禮——宣敎師等が改宗した タヒチ 人 ど記 
した處の、合法的で且つ宗敎的な正當なる婚禮——がぁつた。 

私はそれに招ねかれた、 テフ ラは私を連れて行つた。 

宴會がタヒチでば——何處でもそうだ、/ j 思ふが——重なるお祝に 


105 






なるのだ。タヒチでは、少なくも、かういふお祝には非常に贅澤な 
料理が出る。熱い石の上で炙られた豚 VJ か、魚、バナナ、ダァヷ、 
夕口 等の信じ得られないやうなざく<£か、 とい ふやう に。 

可成の澤山のお客が坐はる食卓は一時間に合せの屋极の下にあつ 
た。その屋极は景氣好く花や葉を以て飾られてあつた。新婚夫婦の 
親類 VJ 友達 VJ は皆席に列した。 

若い娘——土地の女敎師で、半白色種の女——は系統の正しいマ 
オリ 人、 ブナァクィァ Fgaauia の頭領の息子を夫にした。彼女はパ 
ぺ H テの 『宗敎學校』で敎育された。彼女に興昧を感じてた新敎の僧 
正は多くの人 がらは 急ぎする V 」 思はれた この 婚姻を自から媒介をし 
た。——宣敎師 の 欲する處は神樣の意志である、ミい ふこ ビだ …… 

一時間たつぶり食つた、そして-多くは飮んだのだ。それから 
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澤11]の演說が始まつた。それが型通りにされた。正しく滑稽な雄辯 
競爭會でぁる。 

次いで重大な問題が起る。是等の二つの家族0何方が新婚の夫婦 
に新しい名を與へるか。 この 非常に古い時代から傳はつて來た國民 
的慣習といふものは、非常に希望せられ、又非常に競爭せられた貴 
重なる大特權 V 」して 考へられたのでぁる。この點に關する爭が血醒 
い戰爭に變じたこ VJ も稀ではなかつた。 

今度は そんな こ VJ にはな b やしない。萬事が 偸 快に、平和に運ぶ。 
無論食卓の連中は非常に醉つた。私の可愛らしいヷヒナさへ、私は 
始終彼女に目をつけて居るこどは出來なかつたのだが、周圍の例に 
つれて恐ろしく醉つてしまつ^。そして連れて歸るにはずい分骨が 
折れ穴。 
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食卓の中央に賞讃に價するだけの威嚴を持してブナァクィァの頭 
領の妻が坐つた。そのォレンデ色の天鵞絨のけばぐしい奇怪な着 
物は丁度歳の市の女といつた外見を與へた。然しこの人種の打ち破 
しがたい愛嬌、た V 」へば階級の自覺 V 」いふやうなこミが彼女のぴか 
ぴかな着物に筆舌に餘る偉大さを附けた。この全く純粹な型の威儀 
堂々 VJ した女性が席に在るビいふこ VJ が、このお祝に他のすべてに 
たち優つて强い刺戟を與へた。そしてその效果 VJ いふものは決して 
あらはれずにゐはなかつた。 

妻並んで百歲の媼が坐つた。その老齡にもか、はらす完全に保 
存され てる二列の食人齒には 驚かされに。 彼女は自分の周圍の出來 
事には殆 V 」頓着せす、全く木乃伊のやうに動かずに凝 VJ して居た。 
然しその頰の上の文字、ラテン文字を思はすやうな形の不定な黑い 
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記號は私の眼には彼女に代つて話をし、そして彼女の歷史を物語る。 
その文身は野蠻人のビは全く似てゐない。それは確 U 歐羅巴人の手 
になつたものだ。 

私は自分に尋ねた。 

甞て私はかぅいふこ VJ をきいたこ VJ がある。宣敎師等が性慾の罪 
業に對する嫉妬に燃えて、彼等は『ある女』に『地獄の表號』である醜 
行の極印を押した。 —— 女はそれを愧ぢた、然し犯かされたどころの 
罪の故に！ではなく、 かぅいふ 『記號 J の馬鹿らし さ VJ 面目な さ VJ から 
であつた。 

其の時、私は、マォリ人の歐羅巴人に對して持つ不信任、ォォス 
トラリア人の心の寬大にして愛相のい、性質のなかに和げられては 
見えるが、今日でもなほ存してる VJ ころの不信任の由來を今までに 
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なく好く理解した。 

僧侶に烙印された媼ミ、僧侶から結婚させられた娘 VJ の間に何年 
か ゞ ある。記號は消えずに殘 b 、 そしてこの人種の自から投じたぐ J 
ころの沒落や又この人種が彼女に强制したその堕落を證明して 居る 0 
五ヶ月後に若い妻は發育完全な小供を產んだ。 

怒つて雨親は離婚を請求した。若い夫は反對した。 

——私達はお互に愛してるのに何をなさる、と彼はいつた。他人 
の 子供を 引取ることは私達の風習ではないですか。私は小 俄を 引取 
ります0 

何故僧正は結婚を急がすの 5 : あんなに骨折つたのだらぅか。いろ 
い^なこ，/ J がいはれた。毒舌は主張した、こんなこ V 」を：… • 

タヒチにすらも毒舌は ある。 , 
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夕に寢床の上で私達はお互に眞面目に永いお喋舌をする。 

彼女の心臟の中には 祖先の 精神が いまだな - ii 眠つ て夢見て居るテ 
フラを理解することの 出 來る今、私はこの 小 供の心を通して 自分を 
見、自分を考へ 、そしてこの 心のう ちに 實は とうに 死んで しまつた 
のでは あるが、 なほ莫とした記憶のうちに存して居る遠い過去の莨 
跡を發見し やうと努める。 

私は間をだす、そしてそれは皆答へられた。 

歐羅 巴人の征服から 混亂され、その 文明から强く 影響され た男 達 
は 恐らく 古い神樣を忘 れてしまつた の だ。 神樣は 女達の記憶のうち 
に隱家を有つてゐた。私の影響で古い國民的の#々が 除々にクフラ 
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の記憶のうちに目を覺まして、新敎の宣敎蹄等がそのなかに封じこ 
んでしまつたと信じてる人工的な被覆を除き去る時に、•彼女が與へ 
る處のものは私にはたまらないものだ。元來カテヒストの仕事とい 
ふものは實に皮相的なものだ。彼等の勞作の結果は、ことに女性の 
間にあつては、彼等の豫期に報ゆるところは全く缺けてゐた。彼等 
の敎は、ほんの觸れた ゞ けでも直ぐ樣碎けて消えてしまう脆い假漆 
のやうなものだ。 

テフラは規律正しく神樣のお勸をなし、國敎の條文を遵奉する。 
然し彼女は マ ォリのォリンブスの神樣の名を皆暗誦して居る。 この 
ことは決して小さいことではない。彼女は神樣の物語を知つて、、 
#々が r うして世界を作う、どう世界を支@2し、 r う尊敬されるこ 
ぐしを M んでるか、といふやうなこミを敎へる。基督敎道德の嚴格な 
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る敎は彼女には他國の ものでぁる、また それ故に苦し められもしな 

い。 たと へば或る 男の 妾 -そう 呼ばれる やうに-で^るといふ 

ことを何も 後悔し やうとは 思は ない。 

彼女がキリス 卜とタアロア Taaroa とを自分の 信仰の なかでどう 列 
ベて をく のかは、 好くは私は知らない。 彼女はすべて 兩者を 崇めて 
ると私は信ずる。 

次から次と彼女は私に タヒチの 宗敎に就ての全部の講習をしてし 
まつた。その代り私は歐羅巴人の智識に基いて二三の自然現象を說 
明しやうとやつてみた。 

彼女は非常に星に興味を有つてた。彼女は私に曉の明星、宵の明 
星、それから他の星のフランス語の呼び方を尋ぬる。地球が太陽の 
周圍を廻轉する！：それを納得する ことは 彼女には困難で ぁつた。 
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彼女は私に土語で星を名指す、そして彼女* > 話してる間、私には 
それ自身が神でぁる星の光彩の中にマォリの空氣、火炎、島嶼、海 
洋の支配者なる聖像が目前にはつきりミ見える。 

タヒチの 土人は彼等の傳說の中に頭を向けて る 間は何時も可成 b 
突き こんだ天文學の智識を有つてゐる。 

アレォィス Areois - この島を支配して居る 宗敎的 で 同時^ 政 ^的 

の秘密結社の仲 S —— の定期のお祭は星の位置に依つてきめられる。 
月光の性質でさへもマォリ人には淡して解らないことではなかつた 
やぅに思はれる。彼等は、月は迆球に非常に似^球で、地球のやぅ 
に產物に富んで居る、と考へた。 

月と 地球の距離は彼等は彼等一流に测つて居る。-白い鳩*>才 

ラ Ora の木の 種子を月から地球に有つて來 た。 鳩は衛星に達するに 
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ご月 か、つた。 そして 鳩 * > また二月後に地球に 降りた ときには、痗 

は 翼 力なかつた。-この鳥はマオソ人に 知られて る 鳥の 中で 一# 

速いものだ。 

かぅいふのがタヒチの星の名前なのだ。私はーァフーフの講義をポジ 
ネシァ で發 見された古記 錄の斷 片の助を借りて完成した。 

想像の偶然な 遊戯としてょ b も寧ろ天文學上から列べられた 系統 
の最初の 解說として見る こ VJ が ゆるされないだらぅか。 

ロ クァ pla - その 本 原は 大きい—— はその 妻、 悲痛の 地球 

，こねた。 

彼女は地球の王なる、太陽、次に黃昏 、それから夜を產んだ。 
そこでロゥァはこの 妻を逐ひ だした。 
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ロ クア I その 本原は大きい —— = Glde K 61 on 二と呼ばれた 
女とねた。 

彼女は天の女王なる諸星、それから星タヒチ、宵の明星を產 
んだ。 

庭一の王、 金色の天の王はその妻ファノクィせ g — とねた〇彼 
女から S タウロ クア Tatiroiia (ゴヌス )\ 曉の明星と、晝と他 
の諸星、月と 太陽に命令し案內者として航海者に役立つてる 
王タクロ ウアが生まれた。 

タク ロ クアは 左此方に航した、そこでその妻ミねて、赤い星 
を、宵に二つの顔の下に輝くかの星を產んだ。 

赤い星は東方にのがれて、自分のピローデ、輝く日のビロー 
デを B 意した。をして天に航した。日の出に際して 其處 から 
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漕ぎだした。 

レホクア rblloiia は今廣大な空間に登る。彼はその 妻、 オクラ . 

タネィバ Ciira TaEIPa とねる O 

彼等は雙生兒の 王なるブレアデスを產む。 

この雙生兒の王は確に カスト， v £ ボラ クスと 同一だ。 

ボリネシア創®記の最初の ものは 變化 をぅけた、その變 化は 恐ら 
く唯進化なのだ。 

タアロア Taaroa は 外界 (若しくは海の)の 女神と 自分を呼ぶ女 
とねた。 

彼女は白い雲、黑い雲、雨を產んだ。 
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タアロアは 內部(若しくは陸の)の女神と自分を呼ぶ女とねた。 
彼等から最初の萠芽が生まれる。地球の表面に生ずるすべて 
のものが生まれる。 

山の上の霧が生まれる。 

自分を强者と呼ぶものが生まれる。 

自分を美と呼ぶもの、若しくは氣持好く着飾つたもの*>生れ 

る0 

マホクィ Mahoiii は自分のビローデを漕ぐ— 

註 1こ QV ホ ゥィ S 星—つれミア—じらしい、又タアロア f 同一らしい 0 
恐らく同じ神のちがつれ名九のだらぅ0 

彼は地面の上に坐はる。彼の右側に頭髮を捩つ^紐で麻11に 
結び附けられた釣針*>ひつか、つた。 
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そこで彼は手にとつた釣針の着いた麻繩を釣針ごと宇宙の V 」 
ん底に、大きな魚(地球)を釣るために放り投げた。 

釣針はしつかり咬みついてた。 

斧が見えて來た"神はすでに地球の非常な重味を感する。ク 
ファトゥ(地球の#で、地球自身)はな a 無際限の空間のうちを 
徭られながら、釣針にひつか、つて、夜から高くあがる。 

マホクィは空間に 搖れ てゐ、そしてそれを彼の思ひのま、に 
動かすことの H 1 來る大きい魚を釣つた。 

彼はそれを手にとる。 

マホクィは晝と夜と*>同じ長さであるやうに±陽の軌道をき 
める。 

私はクフラに^々 のこと を話す やうに たのんだ。 
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-タアロアは空氣の 女神、オヒナ011€とねた。 

彼等から虹、日究、赤い雲、赤い雨*>生れた。 

タア ロ アは地底の女# 、 オ ヒナと ねた。 

彼等はテ，^!ァト勺、！靈魂を産んだ。それは地球を空かし"地下 
の騷擾に依つて自分を認めさせて居るのだ。タアロアは地珠 
の彼岸と呼ばれる女とねた。 

彼等は神の-ブイソイ H 4 irii ロウア 、ノ クア 110 iia Noiia を產んだ0 
その次にはロオ KCO , これは別に母親のからだから S て來た。 
そしてこの女がなほ 憤怒と、暴風と、 狂風 VJ 、 是等につ ゞ く 
平和をも產んだ。 



そして是等の靈魂の极源は "そこから使者 達が 送られた其の 
場處の中にある。 

然し テフーフは 是等の叙述は議論の餘地が ある こどを 承認して ゐる 
これは 才，ソドックスの分類なのである。 

神々はアテゥアス b>tuas と才ロマーグ ゥアス 0 SSS- 0 広 とに 區別 される 0 
高き地位のァテゥァスは皆 タァロ ァの子や孫で ある。 

彼等は天に住んでる——それに七つの天がある。 

タアロアとその妻フ H イイ•フヱイイ*マイ，ブーフイ咜岛^笆^ 2 :|^ 2 :の子と 
いふの が、 かぅだ。ォロ 0 3 ( 彼の父に次いで神々の中での第一人 
者であ^/二人の子テ タイ •マチ Teij2:Mau とオウ 11 ウ：スフユタ 0 111 .& 1 ?&& 口 
を 有つ てる)、ラァ Eaa (七 人の子の父 y タネ Ta & (六 人の子の 父) 
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ロオ .RCP チェ？ T & 1 テフ アトクロウ ア、ノクアトマ、ホラ T — no — 口 
クア•オクチア！ loaa ogiia 、 モェ Moo: トクパ Toiipa 、 パノクア palio ? 等… 


是等の神々は各自に特別の屬性を有つてゐる。 

マホクィと テファ トクとの 仕事は私達はすでに知つてる . 

タネは第七番目の天を口として有つ——そしてこの ことは 此の神 
の P ——そこから 光が地球を照し始めるのだが"其處が天の一番の 
外の®だといふことを意咏するのだ。 

ソィ Eii は天と地とを分ける d 

ロクィは大洋の水を湧きかへらせ、地球の堅い瑰を破つて、無數 
の部分、今日の島に分けた。 

その頭は雲に"その足は海底に達してるファノクーフ^目〇03と、そ 







れからも一人の巨神ファトクホクィ^§-§11〇2:とが共にエィヴ105 5 3,- 

未知の國——の方へ下つた。人間を呑み殺す巨大な豚と戰ひ、それ 
を C ぼす爲めに。 

盜みの神、ヒロ93は彼の指で岩に穴を掘つた。彼は食人鬼が 
伏魔殿中に虜にしておいた若い女を自由にしてやつた。彼は唯一本 
の手で終日若い女の牢獄を覆ひ隱してた大樹木を伐り倒した、そし 
て魔法は打ち碎れた . 

低い階級のァテゥァスは#ミしての特性を分け有たずに寧ろ人間の 
生活や勞働の爲めに骨折つた。 

それはかぅだ。 ァテ ゥァス の マホ Maho (神の鮫)は船_ b の守護神 
であり、難 谷の男女の#、 ぺホ PSho は農 去 の守護神であり、ノ •テ. 

ォゥパス•ォクパス！ s o' 4 Te oal :$3 oapas は 歌噴ひ、道化役者、踊子の守 
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議#であ b 、 ラアォク•パヷ•マィス w aaoii Pava M & は醫者の守護#で 
あり、ノ •アバス No Apas は供物を捧げるものを妖術や魔法から助け 
る神であり、才•タノク o T—.ii は勞働者の守護#であり、タネ•ィタ • 
ハアス Ta& It6 Haas は大工、建築家の守護神で あり、 ミニアス M; 一一 ias 
と パべアス pap— は屋极屋の守護神であり、マタチーース Matatinis は 網 
エの守護神である。 

才ロマテクアスは家を護る#、ラレンである。 

實際の才ロマテゥアスと他に守護神とがある。 

ォロマテ ゥアス とい ふのは喧嘩好きを罰し、家庭のぅちに平和を確 
立する。それはかぅだ。ヷ 〆 ナ•タアタス viia Taakis は家々の死ん 
だ男女の心靈であり、エリォリォス Erior : s は早世した小供の心靈 
であり、。ホクアラス ， I oiiaras は生れる とき 死に、そして s 蟀の體 :) 
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歸つて行つた小僎の心靈である。 

守護神といふのは人間から假想され、むしろ意識的に考へられた 
#である。 ある 動物なり、物なりに、 たとへばある 樹木に勝手に理 
由はなく#らしい意味を附け添へ、何か大事の場合にはそれに相談 

をす るの だ。 - これは恐らくマオジ人*> 恐らく 知つ てたら しい印 

度の輪廻說の痕跡の今に存するものだらぅ。 

彼等の歷史的 の 歌は"神が また 動物や植物の姿になることが見ら 
れる 傳說に 富んで居る。 

アナゥアスと才ロマテゥアスとに 次いで天上階級の最後の列次に チィ 
ス 」 iis が來る。 

タアロアとヒナの 子が非常に澤山あつた。 

彼等は神の下に位し、人間には遠い魂魄 VJ して、マオリの傳說に 
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依れば"生物と無生物との間に介在し、生物の無法なる攻擊に對し 
て無生物の要求と權利とを防傷する。 

彼等の起原はかぅだ。 

タアロアがアーー Ag . (憧憬) とねた。そして 彼等が產んだのが、暗 
と死との使者なる夜の憧憬、光と生との使漭なる晝の憧憬、天國の 
使者なる神の憧憬、地極の使者なる人間の憧憬であつた。 

次に產んだのが、動物と植物とを見張つてる內界のチイ、外界の 
あらゆるものを守る 外界のチイ、砂地のチイ、海濱のチイ、瘠地の 
チイ、岩石のチイ、大陸のチイとであつた。 

その後 i : なほ生れたのが、夜の生活、晝の生活、來往、干滿、愛 
好賞玩であつた。 

チイの像はマラエ Mara 6 ( 寺)の外部に貼られて、神聖なる地而の 



內側を仕切る。岩の上にも、海のほとり!:もそれが見られる。此の 
偶像は陸と海の間に境を劃し、二つの要素の間に調和を確立し"相 
互の侵略を防ぐ任務を有つて居る。旅人は今もなほィビデ;<クに？ 
de - Paque の上にチィの像を見るので^る。それは半人半獸の姿の大 
きい石碑であつて、石の取扱ひ方に固有の美的觀念と非常な技倆と 
を示し、巧に色彩の配合を選擇した石碑*>建築的に重な積ま 
れてある。 

歐羅巴人の侵略と唯，一神敎とが彼自身の文明の痕跡を拭ひ去つた。 
タヒチの人は今日石碑をたてるときには驚く可き下等の趣瞭をあら 
はす—丁度ボマーレの墓碑のやぅに。彼等は本來の本能を失つてし 
まつた。それはたえず動植物界と接觸して彼等の間に多分に發達し 
たものであつたのだ。吾々歐羅巴人との交通や歐羅巴人の學校で彼 
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等は、初めて眞當のラテン西方人が用ゐた意味での「野蠻」になつ 
た。彼等は藝術品のやうに美しくはなつてる"然し彼等は道德的に、 
そして又物質的にも貧弱になり(吾々はそうさした)。 

マラエの跡はなほ存して居る。それは三つの開きで中斷された塀 
で圍まれた四邊形のものであつた。三方に四呎乃至六呎の石塀から 
なり、幅ょりは稍低いピラミド*>四番目になる。全體が幅約百米突 
長四十米突である。——チィの像がこの單純な建物を飾つて居る。. 

月はマォ5の哲學思想のうちで重要な地位を占める。月を崇める 
ために以前には大變なお祭が行はれたことはすでに云はれてめる。 
ヒナは傳說の物語のなかではしば^^アレォィス i 呼ぼれる。けれ 
V 」もその世界調和に對する協力は積極的であるょりはむしろ消極的 
の役を演じた。 
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このことは 前に記した ヒナとテファトクの話 V ら明かである。 

斯欉な說話は、若しオオスト；ジァの經文が發見 さる ゞ ならば、 
それを說明するために註釋者に立派な材料を供給するだらう。先づ 
第一に彼はその中に自然力崇拜 I すべての原始宗敎の共通的性質 

-に宗敎の敎理のあるのを見るだらう。す、ベての マオソの神 の複 

數は種々の要素の擬人化である。彼等の民族性ょりも 吾々 歐羅 巴人 
の哲學の優逸なる ことを 證明 しやうといふ希望に 妨げられたり、 影 
響されたりしない注意深い眼識は これらの物語のう ちに 確に興味が 
あり、又本質的な 特徵を發 見するだらう。私は そこから 二つの 特徵 

を引き出せる-然し私はそれを指示するだけで滿足するのだ。こ 

の假定の正當な ることを確むるのは 學者の 仕事である。 

先づ第一に明快に人生の唯一的なるものと、一役的なる も 0 との 
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二つの根本思想を區別し、表はしてることである。一方、心靈、知 
能、タアロアは男性であり、他方同じ神のいは ゞ 素材、體軀は女性 
である、そしてこれはヒナである。人間のあらゆる愛情はヒナに、 
尊敬はタアロアに屬する。ヒナは月の名でめるばかりでなく、空の 
ヒナ、海のヒナ、陸のヒナである、然しこの二つの文字、卽ち海と 
陸とは唯物質の下級の部分を指示するものである。太陽、天、充、 
及び其の領分"いは ゞ 物質のすべての高尙な部分——むしろその精 
神的要素といふべきはタアロアである。このことは靈魂と物質どの 
定義がそのなかからまた認められる多くの諺から明かになる一 T 若 
し吾々がこの定義に從ふならば、 

『宇宙はタアロアの皿にすぎない』 

とい ふマオリの創造說の根本敎義は恐らく何を意咏するのだらぅ 
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J o 

力 

この敎義は、靈魂と肉體 との 限界及び分離* > 彼等の統體に於け る 
材料の二つの表象の分析である— VJ いふごこ^の材料の統體に對する 
信仰を確證しないだらうか。かやうな哲學的の直覺とい ふことは 原 
始人種にあつては稀ではあらうけれざも、然しその可 C 性は動かす 
ことは出來まい。ォォストラジアの神學は世界を作り、これを維串 
してる神の行爲のうちに二つの目的を見て居るといふことが韶めら 
れる。卽ち物を產んで 行く 原因と實のらせられる 物質、 物を 動かす 
力と支配せられる對象、靈魂と物質である。吾々は物を照らす靈魂 
と靈魂に生かされ、受け入れる物質 VJ の間の不斷の交互作用のうち 
に、タアロアがいろ^^の姿をしたヒナとの相次ぐ結合のうちに太 
陽の永續し、交代する影響を丁度これらの結合の結果に於ける (£ 司 


131 



樣に、これらの要素に依つて呼びおこされた光 i 熱との變化を認め 
なければならない。吾々はこの大本流が一所になるこの現象を目前 
に見る。その果實のなか(:は產み出す原因と實らのせられる物質と 
•か、その運動のなかには物を動かす力と支配せられる對象とが、生 
命のなかには靈魂 V 」物質ごが融旮する。そしてかく作られた宇宙は 
タアロアの皿にすぎないのである。 

ヒナ V 」テファトクぐしの話から、月 VJ 月に住んでるものぐ」は永存する 
のに、人間と地球とは沈む，/」いふこ V 」が出てくる。ヒナは物質を表 
象する——物質に於ては科學的のいひ方に從へば『すべてのものは 
變化する、然し何物も消滅しない』—— VJ いふことを考へたならば、 
傳說が生み出された昔のマォリの賢人は吾々のやうにかういふ知識 
を有つてたといふことを吾々は假定しなければならないだらう。物 
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質は消滅しない、卽ち物質は感覺的に知覺 せられる特性を失 i ない 0 
これに反して靈魂、「精神的物質」卽ち光は 變化を 抑束する。 そこ か 
ら充線が 流れる やうに見える ところの 眼を閉す ると、其處こ芝と E 
とが ある。それらは光線を 投げ返 •へす I 靈魂 、若しくは 靈 魂の 最 

高の動的表象は人間で ある、そして 人間は^ なけれ k ならな、 . 

彼は死ぬる、最早生命に甦め ないために。——たと へ人間 VJM 球、 
ヒナと タア TJ アとの 結合の果實が 沈んでも、然しタアロアは 永遠で 
ある。そして ヒナ、 物質は何時までも曳かれて行く ものであるとい 
ふこと を吾々に吿げ知らす。靈魂 V 」物質、光ご其の光が 照らさうミ 
努めてる 對象 V 」は、 久遠の 永劫に 於て二者の 新なる結合への願望が 
滿た？ れるであらう、 其處 からは 生命の無限の 進化の新しい狀態が 
生れいづる。 
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進 t . . 材料の統一……昔の食人種の考のうちにかういふ高文 

阱の證跡を發見しやうとは誰が思ひ設けたらうか。私は眞實に何物 
をも附け足さなかつたといふことを良心に誓つていふことが出來る〇 
テフラはこれら，の抽象論理に關しては全く疑はなかつた。 

然し彷惶してるテクパパユスと泣き■しんでる惡 m と？:.星の流れの 
，フちに見ることを彼女はやめなかつた。彼女の祖先がタアロアを天 
そのもの、彼から出たアテゥアスを同時に神及び天空と思つたと同じ 
意味で彼女は人間の感覺を星の故として居る。如何なる範圍に於て 
詩的思想が實證科學の進歩を妨ぐるものか。又如何なる點まで最高 
科學が詩•的思想を排斥するもの•たらうか私は知らない…… 

他の見方からすれば ヒナと テファトゥとの話に對していろいろの意 
ぶ *>ゆるされる。 女性で ある 月の忠告は肓目な る 同情とセンチメン 
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夕，な無氣力の危險なる忠吿であつたで あらう。月と女とは(マオ 
ジ 人の思想では) 物質と 同意美を有ち、死は生命の秘密を 葬む ると 
いふ ことを 彼等は知る必要がなかつたのだ。——テファトゥの返事は 
最高智識の嚴格なる、然し先見 ある、 無私の宣言であつたで あらう0 
最高智識は能動生活の個人的表現は來るべき高級なるものに地を變 
ひ、勝たれるものに供へらるべきであるといふ ことを 認める。 

昔はこの解答は一層効力の大なる國民的豫言の意味を有したもの 
であつたらう。大賢人が古代に於て民族の生活能力を & f 究し、評價 
して、彼等の血液のうちに存する侠癒の力のない死の萠芽を先見し、 
かういつたのであつたらう。 

タヒチは死にたえるだらう、それ.は死にたえるだらう。再び生き 
返へらないため.1:。 
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ラフラはある宗敎的の恐懼を抱きながら、アレオィスの統治時代 
にこの島を支配してたかの宗派、卽ちアレオィスの秘密結社 のこと 
を話した。 

小供.の錯雜した話の中から私は恐ろしい"特殊の慣習に對する記 
憶を取捨した。私は前代未聞の罪過にみちみちた悲劇的の過去を想 
像した。それは好事家の穿鑿には嚴重に守られた秘密に依つて防が 
れてたのであつた。 . 

テフラがその知つてるところを皆話してしまつたのち、私はなほ 



隅み t まで探索した。 

かの强大なる結社の傳說的起原はかうだ…… 

タアロアの子で、父に次いで神々のうちで最高 渚なる才口 は、 あ 
る日人間の間に妻を求めやうと決心した。 

すべての中ょり選ばれ、、.すべてに立ち優つた種族を人間の間に彼 
VJ 協力して打ちたてる爲めには美しい、有能な若い女でなければな 
らない筈だ。 

彼は七つの天を歩き拔いた。 そして 女神 テオクリ TC 、 oiri とオアオ 
ア Caaoa とい ふ彼の姉妹達の 住んで居る♦ホラボラ wor t Bora の島の高 
い山、パィア pas : t : 降. 〇 た。 

そこでオロは若い武士の姿にな b 、 自分の姉妹達を若い女に變ら 
し、神々 の接吻に價するやうなものを3¢處で探し出さうと島中を旅 
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した。 

ォロは虹を利用した。その一の端をパイアの頂にたて、他の端を 
陸にたて、男女の神々は谷や潮の上を歩つた。 

人間達が彼等を迎へやうと急いでるところの彼所烛所の^々で、 
この旅人達はすべての女が押し寄せて來るやうな華かな"驚かすや 
うな宴會を催した。 

そしてォロは 彼等の中を見廻した。彼の心臟は惱まされた。何故 
ならば彼は愛人を見 m した、然し彼は愛さなかつたからだ。人間の 
娘達には誰の上にも彼の眼は永くはと ゞ まらなかつた。何故ならば 
彼は自分の夢見てた德行も長所も發見しなかつたからである。 

無駄に探し廻つて、多くの H が經つた後で"ボラボラ島の、、ヮイタ 
ベ Vai * tap 6 で、アヷイ•アイア AvaiAia の小さい湖水に浴してる稀れに 
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見る美しい若い女を打ち見たとき彼は天に歸らうと決心した。 

彼女は丈が高かつた。そして太陽の熱♦かその美事の肉な上をやき、 
照してた。然し愛戀の全き魅力は、その頭髪の夜のうちにねむつて 
た。 

恍惚として ォロは 姉妹達に若い女を說得することをたのんだ。 

姉妹達派遣の結果を、パィァの頂で暫く待たうと彼自身は引返へ 

した。 

女神達は挨拶をして若い女に話しかけ、そしてその美を讃め、彼 
等*>ボラボラのーヶ所、 ァヴナク AVPEas から來 たことを 話した。 

——私達の^が、あなたが兄の妻になることを御承知下さるかど 
うか伺ひたいんですつて。 

ヴィラクマチ v2 : rs:mati -若い女の名はかうだ-は探ぐ る や 
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うにこの見馴れない人達を見つめて、そして答へた。 

-あなた方はアヷナクからいらつしたのではない。然し^なた 

方のお兄樣は頭領であり、又お若く、そしてお美しい。いらつしや 
ると 好う御座いますわ。ヷイラクマチは妻(:なるでせう。 

テオゥリ i オアアオアは、彼が待たれてること を 知らす ために 即 
刻 パイアに 登つて行つた。 

直ぐに才口は前のやうに虹に乘つてヷイタべにおりた。 

ヷイラクマチは彼を迎へるのに美事な果物を以て滿された食卓と 
奇麗な敷物と珍奇な織物ぐ」で以て部屋を用意した。 

彼等の怡樂と力とに紳々しさを持して、彼等は淼や野に、海のほ 
とりに、タマリスやパンダヌスの葉蔭に愛戀に耽つた。每朝才口は 
パイアの0きにのぼ b 、 毎夜彼は女とねるためにおりてくる。 
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他の人間の娘達は誰一人.この世の姿をした彼を打ち見ることは出來 
なかつた。 

常にパイアとヷイタべとの間に懸られた虹が彼の遨の役をした。 

荒れさびた七つの空にォロ逗留の報が消えた後、月は幾度輝いて 
は又消えた。それでタアロアの二人の息子、‘才ロテファとオクレタファ 
とは人間の姿になつて彼等の兄を探さうと出發した。永い間彼等は 
彼を見出せずに島々を方々うろついた。けれざ到當彼等はボラ♦ホラ 
.でヷ イラクマチと、 聖マンゴ樹の葉蔭に憩つてる若い神を見出した。 

彼等は若い女の美しさに全く驚いたのでぁつた。そして驚嘆の檫 
として贈物を捧げやうと思つた。オロテファは豚に、オクレテファは赤 
い羽翼に變つた。それから豚と羽翼とを無くなさずに再び人間の姿 
になつた。そして彼等は贈物を有つて戀してる人達に近寄つた。 
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才口とヷィラウマチとはこの立派な二人の旅人をょろこんで迎へ 
た。 

その夜に豚は七つの仔を產んだ。そのぅちで第一のは後々の用の 
ために保存せられた。第二のは神々達に供へられた。第三のは客の 
もてなしに供へられ、 この 未知の人達1:供へられた。第四のは愛戀 
の光榮のための犠牲の豚と呼ばれた。第五と第六のは種族を殖やす 
ために最初の生母になるまで保存された。最後に第七のは まるの ま 
ま熟い石の上で炙のれた —— マオリの習慣に依れば淨められたのだ 
——そして喰はれた" 

オロの弟達は再び天に歸つた。 

その後二三週間たつてヷィラクマチはオロに姙娠したことを吿げ 
た。 
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そのときォ ロは保育されてあつた七つの豚の第一のをとつてライ 
アテア pla の 方へ、神ヷボア va oa の御堂なる大きいマラヱの方 
に行つた。 

其處で彼はマヒ SPK と呼ぶ男に曾つた。その男に彼は豚をくれ 
て、いつた。 

- s an maitai 〇 e sr n 6 i naa (この 膝をとつて、その世話をやい 

くれ) 

そして 嚴!:神は言葉をつ ゞ けた。これは#聖な豚だ、 その 血のな 
かには私から出た人間の血統の彩られてある。一體私はこの世界に 
於ける父である。彼等は自分をアレォイ スと 呼ぶだらぅ。私はお前 
にアレォイスの權利と 名前とを やらぅ。 私自身は最早此處には 永く 
はと ゞ まることは出來ないのだ。 
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マヒはラィアーブ アの頭領を訪ねた。そして彼にあつた事を語つた。 
頭領の友達にならずには、彼の自分!:委任された神聖な寶を守るこ 
とは出來なかつたのだ。彼はいひ足した、——私の名はあなたの名、 
あなたのは私の名である。 

頭領は滿足した。彼等は二人してタラマ ーー-一^ ieanini といふ名 
をつけた。 

そのぅちにォロは 再び" ワィラクマチの 許に歸つた。そして彼*>彼 
女に Ho •」 Tadcu ie Eai (天の神聖なる友) と呼べとを命じた小供を彼 
女は產むだらぅと彼女に吿げた。 

それから•彼はいつた。 

_時は滿ちた、私はお前を®去りにしなければならない。 

睃はそれから大きい火の柱に變つた、そしてボラボラの最高峯、 
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•へソレレ Ferirere の上まで、空に高くたちあ* > つた。そして其處か 
ら彼は泣き沈んでる妻と驚き恐れてる人民との眼から消えた。 

ホア；。 ホ ク—ィ は偉い頭領になつた、そして人間1:多くの善事 
をなした。彼の死んだとき i : は彼は天にあげられれ。其處にはヷィ 
ラゥマチ 自身 も 女神の地位を占めて居た。 

氺 

ォロはこの島に I 何時かは解らないが、婆羅門の敎を有つて來 
た、正しく諸國を遍歷する婆羅門の僧侶であつたといふことが出來 
るだらぅ(ォーストラジアの宗敎のぅちにこの痕跡を私はすでに指 
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示して居る y 

この 純粹無垢の混 b 氣のない敎義のうちにマォリの天才は目？:覺 
した。理藓することの出來た聖者はお互に認めて、一致した I 勿 
論完全に人民とは別に——規定された锭を行はんために。彼等の種 
族のうちで 他の ものょ b は 多く 啓蒙せられて、彼等は忽ち島の宗敎 
並に政治上の權力 をう ばつて、重大な特權をかため、多島海の歷史 
のうちに 黃金時代を作つ た 强大な る 優越權の基を置いた。 

彼等は書くことは知らなかつたやうに見へるが、アレォィスは眞 
當の學者でぁつ、，/ U 彼等は『神樣の諺』を言葉一つ一つを非常.[:苦 
心をかけて綿密 i : 穿鑿して幾晚も夜を徹した。それ等を說明するこ 
ミは年餘の勞苦を要した。高々好く行つて註釋を附けられる位の彼 
等だけにしか解らない神樣の諺がアレォィスに精神的中心.の基礎を 
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作り、熟慮といふ習慣をつけ、超人的使命を彼等に M し、その前に 
は誰をも屈せしめた威嚴を與へた。 

これと全く等しい組織*>歐羅巴のキリスト敎敢に封建制度の中世 
1:ある。 そして私はかの宗敎遊に戰鬪團禮、かの宗敎會議 ょりもな 
ほ恐ろしい ものを 知らない。それは紳の名に於て判決を下だし、生 
死に關して絕釾に振舞つたのである。 

アレォィスは人身御供を神は滿足せられるといふことを敎ひ、そ 
して自からも自分の子を長子を除いて他は皆マラエに供へた。この 
腥い锭のシンボ，は神■な豚である。第一の他は皆殺されたといふ 
七つの M の傅說であつた。 

然し吾々はこの蠻行に就むて輕卒に批難することはゆるされない0 

多くの原始的國民に任された恐ろしい義務といふものは社會的風 


147 



習旅に一般的利益の上に深い根據を有つて居た。 

マオリの種族がかつてそうであつたやうに、非常に繁殖力の强い 
種族にあつては無限なる人口增加は國民的並に積極的生存を脅かす。 
島の生活は實に骨の折れない、そして必要なものを作るには大した 
勸勞を要さなかつた。粗末なピローデではとても近寄れない、無際 
限の大洋に圍まれ甚だしく制限せられて居る範圍は、斷えす增加し 
て行く人民にとつては忽ち缺乏勝ち1:なるのであつた。海は魚類を 
充分に、淼は果物を充分に最早供給しなくなつた。飢饉は近づいて 
來た、昔は何時もそうであつたやうに、その結果は人を喰ふといふ 
ことになつた。——大人を殺すことを避けるためにマオリ人は小供 
の犧牲に限つた。外ではアレオィスが現はれたときには、人を喰ふ 
ことはすでに行はれてゐた。アレオィスは飢饉と戰ひ、その原因を 
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除くために小兒殺戮を行つた。 この 小兒殺戮と いふこごは、この主 
張の不淨な る 喜劇が、道化芝居作者のお娛みに 役にたつものならば、 
恐らくは 風俗の 敎化 として 示されるべきものだらう。 アレォィスは 
この 繁殖を たちきらん *> ために 恐らく 多大の力を用 ひなければなら 
なかつたのだ、 そして 彼等は人民の眼の 中に 自分 等に神の絕對的權 
威を 附けさした ことに 依つ て 達した。 

到當小兒殺戮は種族の爲めの生存淘汰の有力なる手段と なつた。 
初產といふ驚く可き權利'生命そのもの ゞ 上にぁる權利が人民の力 
を減せすに存した。即ち甘味を皆吸ひつくしてしまう とい ふ有害な 
結果を免がれた。このことはすべてこれ等の小供の內に打ちこは す 
ことの出來ない自負の意識を養つた。この自負の原力と最後の血と 
は 吾々がこの絕滅に迫つてる 大 種族の最後の萠芽のう ちに今日なほ 
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感嘆す ると ころのものである。 

死の不斷の例證と頻繁なる交 M とは遂に崇高な慰安の敎であつた。 
武士は苦痛を輕んずることを知つてた、そして全國民は苦痛に.際し 
て强い祥福的感情を發見する。この感激は熱帶地方のだらけと不斷 
の仕樣事のない無神經な倦怠を防いだ。マォリの衰運はこの犧牲を 
法律的に禁止するとともに始つたといふこと、次に彼等は其の時か 
ら道德的の力と肉 ti 上の生産力とを失つたといふこと、は歷史的事 
實である。若しこのことがこれらの原因でない VJ しても、それに思 
ひ^^ると，： r ろのある。 

恐らく アレォィスは犧牲 とい ふことの深い意味とそのシンボリカ 
ルな必要とを知つてたのだ……賣淫は彼等には神聖な義務でぁつた 
0である。吾々の間ではそれとはことなつてる。吾々歐羅巴人が文 


150 




明と いふ善行を無暗に運びこんだ後にもタヒチでは賣淫は決してや 
まなかつた。賣淫は益々榮えた。然しそれは義務でもなく、神聖に 
もならない、唯何等の尊嚴もなく、ゆるすべからざることで ある。 

宗敎上の地位は父から子につたは る。 その開始はすでに子供の時 
に 始まる。 

結社は元來十二の組に分たれてゐた。その首長は十二人の上流の 
アレ オィ スであつた。次に第二級の地位を有するもの*>來、そして 
最後に弟子が來た。この種々の階級は腕、雨脇、肩、脚、踝の特殊 
の文身に依つて區別される。 



アレオィスのマタムア、古代の國王卽位式のマオリの光景はか 
ぅだ。 

新統治者は"華麗な着物を着て、島の貴族にとりまかれて彼の宮 
殿を去る。彼の前を頭髪に珍奇な羽毛をつけたアレオィスの首長等 
が步るく。 

彼はお俄を隨伴してマラエに行く。 

彼を閾の處で待つてる僧侶達は、彼*>見えると大聲に嗽队の響と 
太鼓の音とで、儀式の始まることを知らす。 

それから王と一緒に堂のなかに入ると、彼等は人身御供、死骸を 
神の像の前に供へる。 

王は僧侶と一緖に祈禱をぁげ、歌ふ。その後で僧侶が人身御供の 
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二つの眼を拐ぎとる。僧侶は右の眼を神に、左の眼を王に捧げる。 
王はこの血 だらけの眼を恰も喰べるやぅに口を開く。然し僧侶はそ 
れを取 b 戾して、苒びもとの體に納める。 

邱_この捣の y ンボ3力;^な意味、人肉^食ぅこミ^明1-_ヂるこミの誤解され尨いやぅ1^0 

それから神の像が、僧侶達が擔ぐ彫刻をした擔ひ臺の上にをかれ 
る。二人の上役の僧侶に擔がれて王は#の像1:つ ゞ く、丁度旅立で 
でもあるやぅにアレオィ スからお供をされて海の岸まで行く。途中 
僧侶達 U 嗽 PA を吹き、大鼓をならしつ ゞ ける。 

群集は謹み深く"靜にあとからやつて來る。 

入江の ほと りには、このお祭のために綠の枝や花を以て飾られた 
神聖なピロ ー デ * >動いて居る。先づ初めに偶像が、そのなかに降ろ 
さ rt る。 次に王は着物を脫ぐ、そして僧侶達は王を海の中につれて 
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行く。其處でァテゥァス•マオ Atgs Mao が彼を潮で洗ひ、彼を愛撫す 
る0 .. 

かぅして王は、最初お堂の中でされた i 同樣 に、 二度目に神の現 
前で海の接吻に依つて淨められる。そして王は神聖なピローデにの 
ぼる。其處で上役の僧®がマロ•オクロクで彼の帶をし、彼の頭のま 
はりには統治の紐タオク•マタを卷く。 

前方の小舟に立つて、王は人民にあらはれる。 

それを見ると人民は到當永い間の沈默を破つて、到る處に視ひの 
叫がひ ゞ く。 

I M ぁ va Arii !(國王陛 T 1 萬歳) 

最初の大歡呼の終つた後で王は聖臺の上にねかせられる、其處に 
は矢張 b 偶像が置かれてある。そしてすベての人は前と殆と同じ樣 
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な)®序で同じ道をマラ H の方に行く、 

再び僧侶達は偶像を、上役の僧侶達は王を擔いで、行列はま.た音 
樂と踊とで始められる。 

人民は後からつ ゞ く。然し今は彼等は歡喜に醉ふて始終叫ぶ 
_ MaSva Arii ! 

揭像は恭しく祭壇に安置される。 

それで以て宗敎上の祭はおはる。そして人民のお祝•か始まる。 

お堂では神に、海では天然にされたやぅに、王は人民に淨められ 

る。_敷物の上にねかされて王は今や國民の最高の誓忠を迎へな 

ければならない。 

野生の國民の狂' ( i しい誓忠。 

1•人の人間に對して愛を表現する群集の全部。この人間は王でぁ 
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る。 群集とこの一人の人間との間に於け る 芝屑は怖ろ しいまでに、 
驚くまでに大袈娑である。明 H は彼は君主で'め•る。彼は 處分すべき 
筈の運命を意のま、に處理する。そして未來は全部彼のものである0 
唯この時間だけ*>群集のものである。 

全く裸體で、淫亂なる踊をなして男女達は王をとりまく、そして 
王の體の或る處と彼等の或る處と*>觸れるやぅに一生懸命になる。 
接觸といふことはその際常にさけられない。そして國民の狂奔*>馬 
鹿の限りをつくし、平和なる島全體が恐ろしい叫を以て反響される0 
そして段々•にやつて來る黃昏が物につかれた狂氣の群集の夢幻の姿 
を見せる。 

然し急に嫩队と太鼓の響*> する。 

誓忠は終に、お祭りは終 b {: なる。歸 b の合國がひ ゞ く。非常1: 
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狂^-してた 人達 も鎭まる、すべて ♦か靜になる、 そして 終に絕對的靜 
肅がやつて來 る、 

王は たちあ•かる、 御供に隨れて、嚴に、堂々と宮殿に歸る。 

埃 

殆二週間以來、餘所では餘り出て來ない蠅がぶん^^いつて居る 
それ *>辛抱が出來ないやぅ にした。 

然しマ オリの人達は それを 喜んだ。何故なら鯖や他の魚が海底か 
ら表面にあがつて來る。蠅は漁業の時期、勞働の時期を告げ知らす 
からなのて。タヒチでは 勞働は滿足で あると いふ ことを忘れるな。 
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皆は各自に自分の掘の丈夫さや釣道具の吟味をしれ。女や小供は 
常とは違つた熱.心を以て海岸や、陸と岩との間の珊瑚礁の上に網、 
むしろまあココスヌスの 葉の長い四目 格子といつたものを 曳く〇 を 
手傳つた。 こんな 仕方で餌に する 魚*> とられる。 それは鯖には 最も 
美咏なのだ。 

殆三週間を要した準備の終つたときに、双方を結びつけた二つの 
大きいピローデ *> 海におかれる。それの前面に釣針のついた非常に 
長い竿がもたせかけられる。その竿は後を縳つてある二本の繩で急 
に揚げられるのだ。魚は咬みつくやいなや直ぐ樣引き揚げられ、小 
舟の中!:入れられる。 

或る天氣の好い朝私達(私は I 無論 I お祭の際にも一緖だつ 
た)は海にのり出した。ところが幸に私達は.直ぐに珊瑚礁の先きに 
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出られた。私達は可成り遠くまで出かけて行つた。漕いで行くとき 
に水上に頭をだして此方を見て居る龜を私は見た。 

漁夫達は皆非常に喜んで、急いで舵をとつた。 

私達はマラの洞穴と對ひあつた鯖穴といはれる塲所に來れ。そこ 
は非常に水の深い處なのだ。 

註 I Mara ミいふ 字は 佛敎徒の言葉のぅち r - ある。怫敎で U 死ミいふ 意味 だが、そこから 出て 
罪 w いふ 意味 1-.なつ?:。 

鯖は夜は其處の沙魚の來る ことの 出來ない深海でねむるのだと人 
人はいつてる。 

魚を探しな•から，海鳥の群は穴の上を飛んでゐる。一尾表面に出 
て來 ると鳥は 忽ち 恐ろしい速さで、 それを 目 * > けて お b て來 、嘴に 
靈へるとまた高くとんで行く。 
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かぅも海にも、空にも、私達のピローデにすらも血と殺戮の思想 
•か支配して居る。 

何故長い 釣絲を鯖 穴の なかへ 投げ こんでをかないのか、ど私*>伸 
間に尋ねたら、彼等は、そんなこビは出來ないんだ > 神聖な場所だ 
ものと答へた。 

L 海の神樣が其處にござるんだ。 

私は穴の底の傳說を想像した、それをどぅか私に話5せくれ0 

r 

タヒチの海神のなかのロクァニトク»01^.11&.011は&處の海菡にね 
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むつて居る。 

一人のマオジ人が或る時無鐵砲にも其處で魚をとらうとした。そ 
のビき釣針が神の頭髮にひつか、つた、神は目を覺ました。 

怒つて神は、彼の安眠を妨げるやうなそんな勇氣を誰が有つてる 
のか見てやらう VJ 、 表面にあ*>つて來た。そして罪人が人間である 
のを見た VJ きに、彼は一人の放埒を罰するために人間全體を絕滅し 
てやらう VJ 決心した。 

だ•か然し刑罰をのがれた —— 言說以上の御慈悲に依つて I 犯罪 
者自身は。 

神樣は彼に家族全體を連れてトァ•マラマ Toa Mala に、その中の 
或るものには島、卽ち山に、他のものにはビローデ、卽ち『箱船』に 
行くことを命じた。 
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漁夫* > 家族と倮に命せられた場所にゆいた時、海の水はたかまり 
始めた。水は徐々に一番高い頂をも蔽ふてしまい、すべての生物は、 
かのトラ•マラマに遁れたものまで•か、その中で死んでし Ao た。 

後になつて彼等は更に新しくこの島に繁殖した。 

註 I この物語 U マナり人が試み t : ノアの大洪水の多くの說明の一でぁる。 

本 

私達は鯖穴を後に見棄て、去つた。ビローデの船頭は竿を海に 
れて、針を投げる人を指定した。 

永い間待たれた、鯖は一匹もか ゞ らない。 


入 
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他の漕手の順番になつた。今度は美事な鯖がか、つた"そして竿 
♦か下に曲つた、四本の頑丈な腕が後の紐を引いたので、竿は高くあ 
がつた、そして魚は表面に見えた。然し同時に大きい沙魚が急に波 
の上を驅けた。恐ろしい 一 VJ 咬、二た咬、そして最早釣針にはもぎ 
とられた頭の他何もなかつた。 

今度は船頭は私に合圖をした、それで私は針を投げた。 

ほんの僅の間に私達は大きい鯖を釣つた —— 多の人は氣がつかな 
かつた♦か、私は側の人達がくす—-笑つて私語してるのをきいた。 
—— 棒で頭を打たれて死んだ奴は小舟の底に引繰り返つてた。そし 
て今は光を放つ鏡に等しいその體は澤山の輝く光線を放つてた。 

二度も同じ様に私は仕合せだつた。 

私の仲間はょろこんで私を祝して、私を幸運兒と呼んだ。私は得 
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意になつて反對はしなかつた。 

然し皆が一緖になつて賞める中に、最初の時と同じく_のわから 
ない笑 V 」私語とを私は氣付いた。 

釣魚は晚までか、つた。餌の小魚♦かつきた VJ きには"±陽は水平 
線を赤い煺で染めてゐた、そして私達の小舟には美事な鯖が十匹も 
積まれた。 

私達は歸ぅの用意をした。すべてが整ふ間、私は若い男に、全く 
低い聲で取り交はされた言葉の意味と、二度も私のつれたの VJ 一緖 
だつた笑とを尋ねた。彼は答ふるのを躊躇した。然し私はゆるさな 
かつた。何故なら私はマオリの抵抗力といふものが如何に小さいか、 
又如何に速く顽强な肉薄 •(: まけるかといふこと を知つてたからだ。 

到當彼は私に打ち あけた。 鯖が 鈞 針に咬みつくと I 私のは二 匹 
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ともそうだつた——彼のヷヒナは家で不義をして居る。 

私は信じないで笑つた。 

そして 私達は歸つた。 

熱帶では交は急に入 b こんで來る。それに先きたつこと*>大事た。 
二十四の輕快なパガィ(杓子の樣な舵)•か一時に水につかつた。そし 
て元氣をつけるために漕手は拍子をとつて大聲で叫んだ。私達のビ 
ローデは燐光のする波狀を後にひいた。 

仏は狂はし遁走をやつてるやうな心持になつた。激怒した大洋の 
統治者が私達を追ひかけ、怪異な不定な姿の群のやうに、驚かされ 
た、 珍らしもの好きの魚*>私達の周圍に急いで來た。 

二時間して私達は一番端れの岩に着いた。 

其處は浪が强い、航行は航路故に危險でぁる。うまく砂地をょけ 
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てビ ローデの舵を とることは 容易ではない。然し土人達は熟達して 
居る。私は全く恐くなくはなかつたけれど、非•常な興味を以て、こ 
の美事に行はれる手際を見詰めた。 

私達の前方には1陸は炎を あげてる 火で照された。——それは ココ 
スヌス の枝の大きい松明であつた。輝いてる海岸の砂上に陣取つ て 
る漁夫達の家族の顔附きは異樣であつた。^)るものは動かすに坐は 
つた、他のものは松明を振りながら海邊を驅けてた。 小 供等は あち 
こちに 跳ね まわつ てた。 そして 遠くには淸澄な叫の する のを聞いた。 

輕 々} 走つ て 私達の ピローデは 海濱に着いた、 そして 獲物の分配 
が直ぐに始まつた。 

魚は皆地面の上におかれた。親方が人の數 I 男、女、小供 I 
漁獲と餌の魚揃ぅ1:關係した ゞ けの同じ部分に分けた。 
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それは三十七に分たれた。 

時を失することなく、 私のヴ ヒナは 斧を とつて、 木を 裂き、 そし 
て 火—けた。その間に1 ノしみなり— ほして、 夜 i ぃ 
のでからだを包んだ。 

私達二人の分配の，っち一部分は 煮て、他をテフラは生のままで貯 

それから 彼女は 魚釣 4 いろく $來事を很を掘つてきいた。 
そして私 — f 彼女の好11 足さした。 彼女はすべてに滿足 
して、 小—しく晴 々しくなつた。 そして私は秘めてた思—づか 
せないやぅに 彼女を S した。私の 心底には何等の原因もなくて鎭 
ま—い 不安が— f してた、私はテフーフに問ひかけてやらぅと 
焦つれ —— ある ■を…… そして『何のれめに？』と自問しても 1そ 
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れは何の役にも^ ゞ なかつた。『誰が^ るもの か』と私は自分に答 

乙〇 

す 


眠りに就く時*>來た、そして私達二人が、列んで體をのばして撗 
になつたときに、私は突然尋ねた 
I お前は正氣かい。 

-え0 

——そんならお前の男はお前の氣にいつたのだね 
——萨、好きな男なんか居ない。 
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_ 嘘をいへ、魚* > 裏切つてるよ。 

テフ ラはおきあがつて、 じつと 私を見つめた。彼女の顏附は珍し 
い神秘的な莊嚴な表情をした。それは私には見馴れないものであり、 

又彼女の明るい全く小供らしい顏にはまだ一度も見たことのないも 
のであつた。 

私達の小さい家のなかの陽氣は變つて了つた。私は崇高なるもの 
の私達の間に高まるのを感じた。私は意志をまげて信仰の力に屈し、 
天上からの福音を待つた。私は福音の來るだらぅといふことを疑は 
なをつた。たとへ吾々懷疑說の無益な疑義が、それが迷信にもせよ、 

こ©渾いた尊い熱情に相對して、なほその力を自分の上に擅にしや 
5とも。69 

，ブ フーフよ 一一がちやんと締められてるかを確めるために、靜に戶の 



方に行つた。そして部屋の中頃まで戾つて來たときに、彼女は、次 
の祈禱をぁげた。 

私をお助け下$い。 

私をお助け下さい。 

今は夕で御座居います、夕には神樣がお居でになる。 

私をお守ぅ下さい、お、私の神樣。 

私をお守り下さい、お、私の御主。 

だぶらかしや惡い吿げ口の前に私をお守り下さい。 

私を お 守 b 下さい、俄に死にます ことの 前に、 

惡の前に、そして呪阻の前に、 

私をお守り下さい、土地の分け方の爭の前に、 

私共の間に平和の支配することの出來ますやぅに。 
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お、神樣 、狂氣の武士の前にお守 b 下さい。 

私をお守り下さい、私を脅かすもの、前に、 

苦しめることをよろこぶもの ゞ 前に、 

その頭髮がたえす逆立つてる人の前に。 

私と私の魂とが生きることの出來ますやぅに、 

お、神樣。 

この夕本當に私はテフラと一緖に祈つた。 

皮女がその 祈禱を終つ たと きに、彼女は眼に淚をためて私の方に 
來た、. そして 自分を打つて くれと たのん♦た。 

この表情の深い眞摯の前に、この生きてる像の完全なる美の前に 
私は テフラに 宣誓された神*>彷彿するやぅに思つた。 

私の手は永久に呪はれる、若し私の手が自然の傑作に對して自分 
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をたてや 5 と敢てす るなら ば。 . 

彼女は自分を打つてといふ懇願を繰返した。 

——なさらないのなら、ぁなたは永く怒つて、病氣におなり：こ。 
私は彼女に接吻をした。 

そして誤解なしに彼女を愛する今、私が彼女を驚嘆するやぅに愛 
する今、佛陀の言葉が私の唇邊に來たつた。 

『そぅだ、人は柔和に依つて憤怒を鎭め、善に依つて惡を鎭め、 

に依つて僞を鎭めなければならない』 

この夜は#々しかつた、他のすべての夜ょりも貴かつた_^ 日は 
輝いてぁけた。 

朝早く彼女の母が鮮しい ココスヌス を有つて來た。 

一眼見て彼女はテフラに尋ねた。 


眞 
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彼女は知つた。 

優しい表情をして彼女は私1:いつた。 

-あなたは昨日魚釣りにいらつしたつて、お變りは御座いま 

んでしたか。 

私は答へた 

——また早く行きたいと思ひます。 

义はどぅしてもフランスに歸らなければならなくなつた。重大な 
家の事情が私を呼び戾した。 
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愛相好き土地、自由と美の故鄕よ、幸あれ。 

二年たつた、そして私は二十年だけ若くなつた、私は來たときよ 
りも野蠻に、然し賢くなつた。 

野蠻、無知はこの老いた文明人1:多くのこと、藝術のぅちに生き、 
幸福であることを敎へた。中にも彼等は私自身をもつと奸く知れと 
いふことを敎へた。私は彼等から唯深い眞理をきいたのだ。 

それはお前の奇蹟であつたのだ、お前、秘密多き世界よ。お前は 
私に光を有つて來た。そして私は古代の美と自然の消すことの S 來 
ない若々しさを驚嘆して成長した。 

お前の A 間の.&ぁ、暌くことをやめない、そしてその香を最早誰 
も吸込めない、その花とへの理解と愛とは私を善良にしれ。 
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私*>乘船するため1:、谭頭を去つたときに、私はテフーフを最後に 
見た。 

彼女は終夜幾晚も泣きぁかした、今は彼女は淚もつきて、悲しげ 
に、 然し石の上に脚を垂れ下げて坐つてた。そして彼女の丈夫な、 
頑丈な足は汚い水に觸れてた。 

朝耳の後につけてた花は蒌びて膝の上に落ちてた。 

此處にも、彼處にも彼女と同じ樣に他の人達は疲れて、默つて、 
悲しげに、ぼんや b して、私達を永遠に遠く運んで行く船の濃い烟 
に見とれて居た。 

そして船橋から私達には、私達が段々隔つて行く問、望遠鏡を有 
つてその唇の上にはなほ永くかのマオリの歌を唄つてるやぅに思は 
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れた。 

南、東の穩かな風ょ 

それは私の頭の上で可愛い遊戯を共にする、 

隣の島へ急いでおいで。 

そこでお前は可愛いらしい樹蔭のなかで 
私をすてた あの人に會はぅ。 

淚にくれてる私を見たと吿げてくれ。 

HSSI— 
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繪書は最も立派である。繪書のなかには あらゆる 感じが包含され 
て居る。一目見て誰でも自分の想像の振動に從つて T 3 丨マンスを作 
ることが出來"又深い回想に依つて自分の心臟をみたすことが出來 
る。何等の記憶の浪費といふことがない、すべては瞬間を包容する 
——完全なる藝術、それは他のすべてのものを一つにし、それらを 
完成する。音樂のやぅに繪書は感覺を通じて心の上にはたき、調和 
のあるトーンは音響の調和に該當する。然し音樂には求められない 
統一に繪書は達する。音樂は音の繼續といふことに基礎をおき、そ 
の發端と結末とを一緖に M めやぅすれば、精碑は疲かれてしまふ。 
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耳は全體として見るに眼ょりは低級な感覺である。聽覺は唯一度に 
J 音だけである。之に反して視覺は一目のぅちにすべてを包攝し、 
そしてその 際自分の思ひのま、に單純化する。 

人は音樂を聞き、書像を見る とい ふと、自分の夢を靜に自分に與 
へることが 出來 る。 書物では人は著者の奴隸になる。 

文章家は情緖への道を發見 する 前に、知能に自分を向けなければ 
ならない。 熟慮に依つ て 達せられた感じは直接性を失はぅ。 

唯視覺だけが直接の効果を產む。書物を秕判するためには知能と 
智識とが要る。繪窬と音樂とを批判せんためには"知能と藝術上の 
智識との外にまだ自然に於ける特別なる感じが要る。一言でいへば、 
人は藝術家として生まれなければならないのだ。多くのものは然し 
呼びかけられては居る、そして唯少數のものだけが51ばれる。各個 
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の觀念といふものは形式化せられる、然しそれは感情通りの 感じと 
はちがう。彼の恐怖"彼の熱中の瞬間を制御せんためには、どれだ 
けの努力が要るか。戀愛は往々にして屢々最初の瞥見1:於て おこる 
ではないか、そして戀愛は何時も盲目ではないか。そしてその際思 
想は自から精神と呼ぶ、本能、神經、情緒は物質の一部分を作るの 
だ。何 VJ いふ アィロー ー J だらう。 

一番不定で、一番摑みにくい、一番變はるものが物質。思想は感 
じの奴隸。 

人間以上に自然はたつてる。 

人間の思想が言葉に依つてあらはされる、それ•か文學である。 

オセロが猜疑に胸を喰ひつぶされて、デスデモネを殺したときに、 
オセ TI *> たと へどんなに生々と描かれやう とも オセロが運命を孕ん 
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だ額をして部屋のなか1:突進した態を自分の眼を以て見たときに、 
私の印象は幾倍强かつたらう。これ故に諸君は諸君の作品を完成す 
るために 舞臺が要るのだ。 

諸君は暴風雨を人の氣を惹くやうに叙述することは出來る。然し 
暴風 M の感じを與ふることは諸君には手がと ゞ かない。 

數の場合のやうに器樂は基底に統一を有つてる。全體の音樂の組 
織は この 原理の上!:たつてる。耳は分音に慣れてる。それで諸君は 
他の基底をとることが出來る、正音、半音、四分音をつ < けてとる 
ことが53來る。この範圍の外では音調は不調音に陷る。眼は不調音 
を感ずるには耳ょりも慣れてない。然しその代りもつと複雜な、も 
つと大きい錯雜した分音が多くの統一に相對してたつてる。 

樂器は一つ音から出立する。.繪書は多くの音から出立する。黑を 
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以て始め、白に至るまで 分ける——これ *>最初の統一、一番簡單な 
一番多い、從つて 最も 摑み易い統一でぁる。然し虹のすべての色を 
と〇、 それらに複合された 色に依つて 作られた 統一を附け足し、そ 
して 統一の驚くべき數に 至る。書家は色彩の法則を余り 知らず、 公 
衆は それを余り 理解してない とい ふことは、この豐富に際して驚く 
ほどのとごでは ない。然し 自然に 密接な關係に ぁら はれる爲め には 
如何なる 充實が 要る。 

書家が色を混せずに並べて おくと いふと、ひどく非難を する。 然 
しこの領分に於ては私達は勝利を主張しなければならない。私達は 
自然を この 論爭に於ける最强の後援に呼び寄せることが出來 る。 何 
故なら ば自然が一體 そぅなの だから。 

赤、：、.」 M んだ綠は混合色の赤褐色を生するのではなく、二つの振動 
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してる響を生するのだ。赤と列べてク Tr 丨ム黃をおくと —— 三つの 
色響が雙方からお互に豐富になう、そして第一のトーン、黃の强度 
を增す。 

黃の代りに靑をおくと、そうすると力(:依つて振動し、お互に雙 
方から給しあつて、三つの違つたトーンが出來る。 

黃の 代りに堇をおくと、そうすると 赤の調子の唯一つの複合した 
卜 I ンが出來る。 

結合は無制限である。色の混せ合せは汚ないトーンを產 む。 唯一 
つの色は生硬である、そんなものは自然には存在しない。それは虹 
に 於て明に見られる。然し豐富な自然は一つの色*>他の色からおこ 
つてく る やうに 意志され、變らざる秩序に於て相列んで私達に あら 
はれる やうに 用心してる。 
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さて 諸君は自然ょりも不充分な手段を有つ てる、そして 自然が諸 
君の手のなかに與へたものを斷念しやうと判決を T してる。 諸君は 
自然の やうに そんなに多くの光を有つ てるか、 又太陽のやうにそん 
なに多くの熱を有つてるか。そして諸君は誇張といふことをいふ。 
然し諸君が自然の後に Bt 若たる場合に、ざう して 諸君は誇張を望め 
やう。 

諸君が誇張といふ ことで 各自の見惡くい平凡な作品を理解したと 
しても、 諸君はこの意味に於て正しいの ♦た。 諸君の作品も亦臆病で 
光澤* >ないとい ふこと を私にいはせ T 下さい。それは、若し調和を 
害するものなら ば、誇長されたのである。 

だ•か調和の法則があらうか i ある。 

まきしく色彩 書家の感情は自然の調和 V 該當 する。 歌ひ手のやう 
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に書家も時たま間違つて唄う' 薔家の眼に調 f ?: かかける。 

段階を經て徐々に調和の方法が發達する。それはかうだ。人はァ 
ヵデミーに行く VJ か、若しくは多くの書室に行く VJ かいふやうなも 
のだ。實際繪當の段々を二つの範圍に分ける。先づ物を素描するこ 
とを習ふ、次に彩薔をならふ。それは、すでにきまつたコントゥ 〆 に 
色をつけ、像を描く (£ いふこと、同一のことなのだ。 

今までにこの進み方で唯一つことが明になつたといふことを私は 
知らねばならない。それはかういふことだ。人は色彩といふことを 
附けたりの余事と見たといふことである。描く前に好く形をとると 
いふことが大事だ——このこ，/」は何等の矛盾をも生せしめないトー 
ンのなかに決算せられる。この外えらい^んまなことが何時もかう 
いふ仕方でいはれる。 
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人は手袋の代りに長靴をはめる*:人は素畫は色彩に依つてきめら 
れない、その反對だ といふこと を眞面目に證據だ てること が S 來る 
か。色彩に依つてみたすことに依つて同じ素描*>小さくも、大きくも 
見せられる といふこと を私は自分に證據たてる義務を帶びてる。 
人はレムブラントの頭を全く同じブ T 2 •ホ t シヨンで素描したり、色 
彩が同時に不調和になる[11]に、人は如何なる無形式に達するかとい 
ふこと を納得せん爲たル IV ンスの色の配合を やつてみたぅ する 
百年來人は素描を要求 t る爲めに非常なる總額を支出した。騫家 
の數は一歩を先きへおこさずにのぼつ た。 私達は今： H 如何なる藝術 
家.を賞讃するか、流派と戰つてるもの、彼等の智識を自身の自然の 
觀察から引きだしてるものをだけだ。 
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卷頭マ ，ヶナス島に て 

1 ヽ g 書 像 

2 收 歌 

3 同 上(部分 S 

4 同 上(部分 S 

5 同 上(部分3 
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7 タヒチの男女 

8 タヒチの女 

9 偶 像 
10習 作 



11 習 作 
12素 描 

13マグヶサス島にて 
14風 景 
15人間の悲哀 
16 ャコブの格闘 
17ゲネナレの基督 

18 ビエタ 

9 C 
1 汝 

20浮 彫 
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